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序　　文

　熊本県教育委員会では、一般国道２０８号玉名バイパス改築工事に伴う埋蔵文化財調

査として、玉名市に所在する立願寺大塚遺跡の発掘調査を実施しました。

　調査の結果、８世紀から１０世紀にかけての集落跡が確認されました。出土した大量

の遺物の中には布目瓦や墨書土器、硯などもあり、隣接する玉名郡寺、「立願寺」に

係わりのある遺跡として注目されます。

　このたび、『立願寺大塚遺跡』の報告書を刊行することになりましたが、本報告書

が広く県民の皆様の埋蔵文化財に対する認識と理解を深め、さらには学術研究の進展

にいささかでも寄与することができれば、誠に喜びに堪えません。

　なお、本調査を実施するにあたり、文化財保護の観点から多大の御協力を惜しまれ

なかった建設省（現、国土交通省）熊本工事事務所、玉名市教育委員会及び地元の関

係者の皆様、また御指導御助言をいただきました諸先生方に深く感謝申し上げたいと

思います。

　　平成１５年３月３１日

 熊本県教育長　　田　中　力　男　



１　本書は、一般国道２０８号玉名バイパス改築工事

に伴って実施した埋蔵文化財発掘調査の調査報告

書である。

２　発掘調査は、熊本県玉名市に所在する立願寺大

塚遺跡が対象となり、建設省（現、国土交通省）

熊本工事事務所の依頼を受けて熊本県教育委員会

が実施した。

３　遺物の整理は、熊本県文化財資料室で行った。

なお、遺物の保管も文化財資料室である。

４　遺跡の発掘調査は、平成３、５年度に実施し、

整理は平成１２、１３年度に行った。

５　本書の地形図は、建設省（現、国土交通省）熊

本工事事務所から提供を受けたものをもとにして

作成した。

６　現地調査での実測及び写真撮影は、磯野雄二・

長谷部善一・池本利直・植野治代が行った。

７　遺物の実測は池本・末永崇・米村大・松本博

幸・宮�拓・中地晶子・金子美代子・佐藤淳子が

行った。また、遺物実測の一部を（有）埋蔵文化

財サポートシステムに委託した。土器拓影は整理

作業員４名であたった。遺構製図及び遺物製図は

米村・戸田紀美子・中地・金子・佐藤がおこなっ

た。遺物の写真は村田百合子が撮影した。

８　本書の執筆は第Ⅲ章の瓦の観察を米村が、他を

水野哲郎が行った。

９　本書の編集・校正は水野、米村があたった。

１　現地での実測図は、以下の縮尺で作成した。

　　　掘立柱建物　　　　　　　　２０分の１

　　　土坑　　　　　　　　　　　１０分の１

　　　溝　　　　　　　　　　　　２０分の１

　　また、本書収録の際には以下の縮尺となった。

　　　掘立柱建物　　　　　　　　８０分の１

　　　土坑　　　　　　　　　　　４０分の１

　　　溝　　　　　　　　　　　　１２０分の１

２　遺構図に示した方位は磁北である。

３　遺構は以下のように記号化した。

　　　掘立柱建物＝ SB

　　　土坑＝ SK

　　　溝＝ SD

　遺構名には調査区を示すローマ数字を入れた。

例えば、Ⅰ区の１番目の土坑であれば SKⅠ１と

示す。

４　出土遺物の番号は、各図版ごとに通して付した。

例えば、第５図の１番の遺物であれば５－１のよ

うに表記した。なお、縮尺は土器類は３分の１、

石器、鉄器類は２分の１または原寸である。

５　須恵器は断面を黒く塗り、示した。その他の遺

物は白いままである。

６　土師器甕の内面の調整で、ヘラ削りは矢印で削

りの方向を示した。

７　出土遺物の解説は本文中に記した。

８　瓦の型式分類は『玉名郡衙』（坂田邦洋　１９９４　

玉名市歴史資料集成第１２集）の分類による。 
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第１節　調査に至る経緯

１　調査の契機
　１９７２（昭和４７）年度、建設省（現、国土交通省）

熊本工事事務所は、一般国道２０８号玉名バイパス改

築構想をとりまとめた。これは、交通混雑の解消と

良好な沿線環境の確保を目的とし、あわせて交通

ネットワークの充実、地域振興等を目的とするもの

で、総延長８．５kmのバイパス建設を行う、とする

ものである。

２　事業照会と予備調査の経過
　建設省熊本工事事務所から同事業の計画が提出さ

れたことを受けて、文化課では１９７８（昭和５３）年度

に遺跡台帳の照合と現地踏査を実施した。その結果、

吉丸西遺跡、吉丸遺跡、城ケ辻古墳群、城ケ辻城跡、

柳町遺跡、惣萩遺跡、立願寺大塚遺跡、大塚古墳、

松尾遺跡、山田松尾平遺跡、中島遺跡、五郎丸遺跡、

築地那木野遺跡、西の山遺跡、池田遺跡などの地点

を埋蔵文化財包蔵地が存在する可能性が高いところ

と判断した。その後速やかに踏査結果を建設省熊本

工事事務所に報告し、試掘・確認調査の必要な旨を

通知した。

　１９７９（昭和５４）年に、最終路線決定のため、城ケ

辻古墳群と大塚古墳の２ヶ所で詳細な確認調査を行

い、そのデータをもとに路線を一部変更して、両古

墳とも墳丘・周溝を保存することができた。

　その後の協議で、設計上やむなく掘削せざるを得

ない部分については発掘調査を実施することとなっ

た。

３　発掘調査の進捗
　立願寺大塚遺跡の調査は、調査区をⅠ～Ⅲ区に分

けて、１９９１（平成３）年度と１９９３（平成５）年度に

行われた。Ⅰ・Ⅱ区の調査は１９９１（平成３）年４月

２２日から９月１８日まで行われた。調査面積はⅠ区が

約１，０００㎡で、Ⅱ区が約１，４００㎡である。Ⅲ区の調査

は１９９３（平成５）年９月１３日から１９９４（平成６）年

１月１４日まで行われ、調査面積１，５００㎡である。

４　調査の組織
　【１９９１（平成３）年度　発掘調査】

調査責任者　大塚正信（文化課長）

　　　　　　隈　昭志（教育審議員兼課長補佐）

調査総括　　松本健郎（調査第２係長）

調査担当　　磯野雄二（文化財保護主事）

　　　　　　長谷部善一（学芸員）　

調査事務局　松崎厚生（課長補佐）

　　　　　　木下英治（経理係長）

　　　　　　高濱保子（参事）

　【１９９３（平成５）年度　発掘調査】

調査責任者　大塚正信（首席教育審議員兼文化課長）

　　　　　　平野芳久（教育審議員兼課長補佐）

調査総括　　松本健郎（主幹兼調査第２係長）

調査担当　　池本利直（文化財保護主事）

　　　　　　植野治代（嘱託）

調査事務局　松崎厚生（教育審議員兼課長補佐）

　　　　　　木下英治（主幹兼経理係長）

　　　　　　高濱保子（参事）

　【２０００（平成１２）年度　報告書作成】

整理責任者　阪井大文（文化課長）

　　　　　　島津義昭（課長補佐）

整理総括　　高木正文（主幹兼調査第１係長）

整理担当　　高谷和生（参事）

　　　　　　中地晶子（嘱託）

整理事務局　川上康治（課長補佐）

　　　　　　中村幸宏（主幹兼総務係長）

　　　　　　廣瀬泰之（参事）

　　　　　　杉村輝彦（主事）

　【２００１（平成１３）年度　報告書作成】

整理責任者　阪井大文（教育審議員兼文化課長）

　　　　　　島津義昭（課長補佐）

整理総括　　高木正文（主幹兼調査第１係長）

整理担当　　水野哲郎（文化財保護主事）

　　　　　　中地晶子（嘱託）

整理事務局　小田信也（課長補佐）
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　　　　　　中村幸宏（主幹兼総務係長）

　　　　　　廣瀬泰之（参事）

　　　　　　杉村輝彦（主事）

第２節　調査の方法

　まず重機による表土剥ぎを行い、作業員の手作業

による清掃を行った。引き続き、実測図作成のため

に、工事区内の任意の点を基準にグリッドを調査区

内に設定した。設定したグリッドの一辺の長さは

１０mであり、これを大グリッドと呼ぶ。また、北西

を遺跡の上にしてそれぞれの大グリッドには左から

右にアルファベットを（Ⅰ区 A～ H、Ⅱ区 A～ H、

Ⅲ区 A～ E）、上から下数字を（Ⅰ区１～３、Ⅱ区

１～５、Ⅲ区１～１１）までの番号を振り分け遺構の

場所を示す基準とした。

　調査地は遺物包含層が厚く、表土剥ぎは、遺物の

出土が顕著になった褐色土で止めている。その後、

グリッド単位で包含層を掘り下げながら、遺構検出

のできる黄褐色粘土層まで掘り下げを行った。

　遺構には掘立柱建物、土坑、溝などがあった。以

下、それぞれについて調査方法を示す。

　掘立柱建物は、調査区の清掃後に柱穴を観察し、

柱穴の大きさ、埋土の状態、柱穴の配列・間隔など

を考え併せて建物の単位を確定する。それぞれの柱

穴について埋土を半割し、堆積状況を観察した上で

平面図・断面図を完成させる。実測方法は、建物の

平面にあわせて実測の基準軸４点を設け、平面図を

とる。実測図の縮尺率は１／２０である。

　土坑は、平面形を確認した後、平面形に合わせて

実測の基準軸となる点を４つ設け、その点を結んで

土層堆積状況を確認するためのベルトを十字に残し、

発掘を行う。次に土層観察と土層断面図を作成し、

その写真撮影をする。その後、ベルトを取り除いて

平面図と断面図を完成させる。平面図は遺物を入れ

た状況を実測し、写真撮影を行う。その後遺物を取

り除いた完掘写真を撮影し調査は完了する。実測図

の縮尺は１／２０である。

　溝の調査は、遺構の平面形を確認の後、土層の堆

積状況を確認するためのベルトを残して発掘を行う。

その後に土層の堆積状況を確認し、土層断面図と平

面図を作成。縮尺率は１／２０である。

　写真はモノクロとカラースライドの２種類で撮影

した。写真機の種類は３５㎜の一眼レフを用いた。撮

影はそれぞれの遺構について２方向から３枚ずつを

基本としている。

―　２　―
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第１図　調査地位置図（１／２０００）



第１節　遺跡の環境

１　地理的環境
　玉名平野は熊本県北部に位置し、菊池川下流に広

がった面積４９�を有する沖積平野である。調査地の

ある玉名市はこの沖積平野の中心に位置し、台地の

突端部と、有明海に展開した近世干拓地とで構成さ

れている。その中で、調査地のある立願寺は菊池川

支流繁根木川下流右岸の、花崗岩風化土壌で形成さ

れた丘陵地帯にある。ここは、白鳳期から平安中期

にかけて、玉名郡衙の所在地であったされる。

２　歴史的環境
　縄文時代

　縄文時代には有明海は現在よりも深く湾入してお

り、市域の沖積平野部は海底であったと思われる。

一方、洪積台地の突端部には既に人間が居住した痕

跡があり、この時代の遺跡は台地上に営まれている。

このうち、高瀬の保田木貝塚、繁根木貝塚、などが

知られ、この地域に約３０数基の貝塚の分布が確認さ

れている。

　弥生時代

　弥生時代にも数多くの遺跡が見られ、中期以降は、

北部九州の影響を受けて、甕棺墓、支石墓群が台地

上に分布する。集落跡では立願寺台地に位置する高

岡原遺跡や、岱明町の山下遺跡などが知られる。こ

れまで確認されてきた集落跡は、標高５m前後の

低位洪積段丘上に多く確認されていたが、近年の調

査により、柳町遺跡や両迫間遺跡のような沖積平野

の低湿地に営まれる集落も発見されている。

―　４　―

第Ⅱ章　遺跡の概要
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第２図　Ⅰ区、Ⅱ区　遺構配置図（１／６００）



　古墳時代

　玉名市には７０ヶ所にも及ぶ古墳が存在する。菊

池川流域で最も古手の前方後円墳では山下古墳が知

られ、下って、院塚古墳、籐光寺古墳、繁根木古墳、

船山古墳などが有名である。後期になると装飾古墳

の最盛期となり、大坊古墳、永安寺東古墳など、内

部構造、装飾文様の精緻な古墳が造営される。また、

その後も石貫ナギノ横穴群など、群集墳が多く作ら

れる。

　古代

　古代律令制では、当地は玉名郡に属し、本遺跡は

『和妙抄』に見える日置郷に属していたものと思わ

れる。立願寺地区の発掘調査により、字石丸・馬

場・三郎丸より礎石建物が検出され、布目瓦が出土

したことから、郡衙跡と推定された。また、字西の

段からは多量の妬米と炭化材、礎石が見つかり、玉

名群倉に比定された。また、字塔の尾では奈良時代

中期から平安時代中期に至る軒平瓦、軒丸瓦などが

出土し、法起寺様式の伽藍配置を持つ寺院であるこ

とが確認され、玉名郡寺（「立願寺」）であると推測

されている。このように、郡の中心ともいうべき３

つの建造物の遺構がまとまった形で発見されたのは、

全国的にも珍しく、梅林から元玉名にかけての条里

遺構と共に、古代の景観を復元することができる。

　中世

　中世に入ると、市南東部の菊池側左岸に太宰府天

満宮安楽寺領の玉名荘、伊倉に宇佐宮領伊倉別符な

ど、多くの荘園が成立する。他に、仁和寺仏母院領

の玉名荘、石清水八幡宮を本家とする大野別符など

がある。

　南北朝期に入ると、南朝方の菊池氏が大野荘まで

進出し、菊池武国は高瀬氏を称して、高瀬城に拠っ

た。一方、隣接する野原荘の在地領主小代氏は北朝

方に与同し、両者は、大野・伊倉の領有を巡って激

しく対立した。背景には、両荘に高瀬・伊倉の良港

があり、対明貿易の利権を巡る争いと言うことがで

きよう。

 

第２節　遺跡の概要

　今回発掘した立願寺大塚遺跡は、周辺に大塚古墳、

立願寺廃寺などがあり、古墳時代～古代までの関連

遺跡が推定された。調査区はⅠ～Ⅲ区にわたるが、

―　５　―
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第３図　Ⅲ区　遺構配置図（１／６００）



Ⅱ区からは円墳の痕跡と思われる円形周溝遺構が検

出され、隣接する大塚遺跡と一連のものと思われる。

Ⅰ区からは南北方向の溝、Ⅲ区からは東西方向の大

溝が検出され、律令時代の区画と推定される。また、

Ⅲ区からは南北方向に軸をとる掘建柱建物が検出さ

れ、同地区が古代集落の末端部であることが推定さ

れる。遺物に関しては、３調査区とも包含層が厚く、

大量の遺物が出土した。出土物には布目瓦、硯、墨

書土器などが混じり、立願寺廃寺との関連を看取す

ることができる。

―　６　―

第１表　周辺遺跡地名表
備考指定種別時代所在地遺跡名番号

包蔵地古墳～中世立願寺　大塚松尾（立願寺大塚）１
繁根木川上流域４５個、８個装飾国古墳古墳石貫　ナギノ石貫ナギノ横穴群２
舟形石棺現存、鉄器副葬古墳古墳石貫　後田後田古墳３
２５基内１基装飾古墳古墳石貫　古城原古城横穴群４
弥生土器片多量、土師器包蔵地弥生・古墳石貫　葉柊石貫葉柊５
菊池氏の一族墓古代石貫　椰野原藤原為安の墓６
古城横穴群中２群、南より３番目崖下包蔵地石貫　古城原古城洞穴７
土師器・須恵器包蔵地古墳石貫　椰野原ナギノ８
土師器・須恵器多数及び石器包蔵地古墳石貫　上栗山上栗山９
８基、５・６号に円文を認める古墳古墳青木　横畠横畠横穴群１０
４基古墳古墳青木　六反六反横穴群１１
２基、保存度概してよし古墳古墳青木　二俣二俣横穴群１２
７基、４号三角線刻、６号舟浮彫古墳古墳溝上　城迫間城迫間横穴群１３
舟形石棺蓋発見古墳古墳溝上　前田真福寺東古墳１４
墳丘を失う、舟形石棺遺存、鉄斧出土古墳古墳溝上　前田真福寺古墳１５
小山の頂上にあり、人骨・鉄剣出土古墳古墳溝上（通称赤禿）赤禿古墳１６
割に大型の舟形石棺のこる古墳古墳溝上　前田前田古墳１７
円墳、舟形石棺、寄棟屋根蓋古墳古墳溝上　下前田宮の後古墳１８
円墳、箱式棺、舟形系の蓋石古墳古墳溝上　田代田代阿弥陀塚古墳１９
円墳、舌状台地突端、小墳丘石材露出古墳古墳溝上　田代田代中の塚古墳２０
青木梵字の北４０ｍ１基、羨門損壊古墳古墳青木　上前田青木横穴２１
弥生土器・石斧・土師器・須恵器包蔵地弥生上小田　宮の前など上小田宮の前２２
４，５号消滅。１，２号床面露出。３号完全保存生産古代・中世山田　保多地保多地窯跡群（１～５号）２３
円墳、１号完全保存、２号横穴複式。３号横穴
単式鉄鏃、５号横穴巨石墳、玉・金環・鉄鏃出土古墳古墳山田　保多地保多地古墳群（１～５号）２４

ぶどう畑開墾で発見包蔵地縄文～中世山田　西田西田２５
弥生・石斧出土埋葬弥生築地　兎町西田支石墓２６
須恵蔵骨器１個出土包蔵地縄文～中世築地　四十九四十九２７
現在地点表示主体部不明古墳古墳築地　四十九四十九古墳２８
１号竪穴石室か、２号横穴巨石墳木棺埋葬古墳古墳築地　西の山西の山古墳群２９
数個、内１個蓋付須恵器完形包蔵地古墳築地　西の山西の山３０
土師器散布包蔵地古墳築地　沓掛沓掛３１
墳丘消滅、石材のみ堆積古墳古墳山田　下馬場山田下馬場古墳３２
微高台地、他の弥生土器も伴出包蔵地弥生山田　下馬場五郎丸３３
土師器多量出土包蔵地古墳～平安山田　山口山田山口３４
独立小山土師器片散布包蔵地古墳～平安山田　山浦山田山浦３５
鉱滓散乱、羽口・土器生産古代・中世築地　斧研斧研製鉄跡３６
合口壷棺１基出土包蔵地弥生山田　中島山田中島３７
高台地南斜面、弥生期土師片・石器包蔵地弥生山田　平山田松尾平３８
独立小山南斜面、箱式石棺・祠とする古墳古墳山田　糠峯糠峯古墳３９
台地北崖面、完形品須恵器多数出土包蔵地古墳・古代山田　高頭高頭４０
３区、火窪、羽口・土器片出土生産古代・中世立願寺　蛇が谷蛇が谷製鉄跡４１
封土中に舟形石棺、現在なし、鉄器出土古墳古墳立願寺　蛇が谷蛇が谷古墳群４２
上立願寺部落北辺、布目瓦多量散布　包蔵地古代立願寺　石丸玉名郡家跡４３
薮間畑中に小封土あり墳墓古代立願寺　石丸石丸丸塚４４
合口の大小甕棺１５個出土。上立願寺遺跡埋葬弥生立願寺　松尾原ほか松尾原４５
高台上、法起寺式市寺社古代立願寺　塔の尾立願寺跡４６
大円墳、保存良好古墳古墳立願寺　大塚大塚古墳４７
大円墳、保存良好古墳古墳立願寺　大塚小塚古墳４８
礎石７個配列市包蔵地古代立願寺　西の段玉名郡倉跡４９
単式甕棺、弥生土器片散布集落縄文～中世立願寺　西の段下立願寺５０
１３基崖下に北面する古墳古墳富尾　居柊富尾いたび横穴群５１
弥生、土師器・須恵器片散布する包蔵地弥生・古墳立願寺　大塚など大塚・惣萩５２
冷水台地の北、１７基か不明古墳古墳富尾　冷水冷水横穴群５３
円墳、冷水台地上、舟形石棺をも現在なし古墳古墳富尾　冷水冷水塚古墳５４
土師器・須恵器片散布包蔵地古墳立願寺　松尾など松尾５５
Ａ群富尾天満南裾１３基、装飾２基，Ｂ群１０数基古墳古墳富尾　原富尾原横穴群Ａ５６
Ａ群２基，Ｂ群東裾に１０数基、完形が多い。古墳古墳富尾　辻・浦谷富尾浦谷横穴群５７
富尾の北、完形須恵器・土師器多数出土包蔵地古墳富尾　岩原岩原５８
玉名山西端部、楕円状の封土古墳古墳玉名　西原西原古墳参考地５９
横穴２室、三角連続彩色あり国古墳古墳玉名　出口大坊古墳６０

古墳古墳富尾　中尾富尾中尾横穴群６１
神体は立願寺跡の礎石か寺社立願寺　塔の尾上立願寺石天神６２
妙修寺の墓地内３基・２基保存埋葬弥生玉名　上原岡箱式石棺群６３
横穴単式、円文線刻国古墳古墳玉名（通称永安寺）永安寺西古墳６４
横穴複式、円・三角・舟・馬を描く国古墳古墳玉名（通称永安寺）永安寺東古墳６５
社伝で上記古塔群をいう石造物玉名　釈迦伝玉依姫塚６６
円墳、横穴式、舟形・箱式石棺。出土品市指定市古墳古墳玉名　馬出馬出古墳（１～２号）６７
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第４図　周辺遺跡地図（１／５０，０００）
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備考指定種別時代所在地遺跡名番号
２７ｍの山上にあった。他へ復元。出土品市指定市古墳古墳玉名　小路小路古墳６８
玉名大神宮裏山にあり、封土・周溝あり古墳古墳玉名　絵下絵下経塚古墳６９
風化、２基古墳古墳玉名　実極田元玉名横穴群７０
土師器・須恵器片散布包蔵地縄文～中世上小田　古屋敷上小田古屋敷７１
五輪塔部分あり、中世墳墓か古墳古墳下小田　陣の浦下小田西丸塚７２
墓標に「金誉秀清尼」とあり包蔵地古代山部田　猿喰小森田松７３
前方後円墳、舟形棺。弘化５年石碑前方部石棺上古墳古墳山部田　山下山下古墳・山下古墳碑７４
土師器・須恵器・青磁片少量散布包蔵地古墳下　高城高城７５
弥生土器多量出土包蔵地弥生下　秋丸秋丸７６
弥生土器・土師器・須恵器包含、水田中包蔵地弥生・古墳両迫間　日渡両迫間日渡７７
前方後円墳３基並列、舟形石棺１古墳古墳上小田　下徳丸など徳丸古墳群７８
円墳状を呈する墳墓古代上小田　堂の後上小田下丸塚７９
社殿建設で封土は扁平されたか古墳古墳築地　天神木天満宮古墳参考地８０
合口小児用２基埋葬縄文～中世築地（通称菊ノ尾）菊ノ尾８１
土葬人骨１、五輪塔片、宋銭、青磁、土師器皿包蔵地古代・中世築地　今見堂今見堂８２
土師器・須恵器片分布包蔵地古代・中世築地　平町平町８３

古墳古墳築地　南大門南大門地下式横穴８４
南大門付近７０㎝地下炉床あり生産古代・中世築地　南大門南大門窯跡８５
付近一帯弥生後晩期土器包含埋葬古代築地　南大門南大門８６
弥生後期，土師器多量出土。包蔵地弥生～中世築地　南大門東南大門８７
合口甕９基出土、弥生土器散布、鉄器・弥生甕棺包蔵地弥生～中世築地　古閑古閑８８
石蓋土抗包蔵地弥生築地　東築地東８９
部落古墳地、自然石、ハネギ八幡祠官墓古代築地　陣内伝勅使墓９０
土師器・須恵器少量包蔵地古墳築地　八段八段９１
平畑遺跡と一連包蔵地縄文～中世築地　前畑狐ん路９２
弥生土器多数出土包蔵地弥生築地　市場築地市場９３
墓（お姫さん、高岡城主の女）、馬頭骨・鉱滓。包蔵地古墳～中世山田　高頭高岡城跡・高岡古墳９４
古墳（高岡古墳）、墓地内に大石材堆積。古墳古墳山田　高頭高岡古墳９５
土師器・須恵器・弥生土器片散布包蔵地弥生・古墳山田　高岡原高岡原９６
箱式石棺のみ露出埋葬弥生山田　高岡原高岡いっちょう畑箱式石棺９７
馬場量宅地内より出土、眉庇付、火災で消失　古墳古墳中尾　馬場馬場鉄冑出土地９８
弥生土器・土師器包含、石斧も出土包蔵地弥生・古墳中　楢林玉名高校々庭９９
２基並列、出土物なし古墳古墳中　田島田島地下式横穴１００
瓦器３脚・碗・土師器片・開元通宝・布目瓦出土。包蔵地古墳中　田島田島１０１
須恵器・土師器・弥生土器包蔵地古墳中　陣内春出１０２
題目・福宗・善八と銘あり墳墓古墳～中世中　春日出春日出山伏塚１０３
弥生カメ棺、合口カメ棺。青磁碗、玉名高校蔵包蔵地弥生中　内田南出１０４
国道２０８号沿い、近くは弥生以降遺跡古墳古墳中　内田南出地下式横穴１０５
国道２０８号沿い、近くは弥生以降遺跡埋葬弥生中　内田南出甕棺群１０６
玉名駅南、台地南凸端、箱棺古墳古墳中（通称だいの島）だいの島古墳１０７

包蔵地縄文～中世亀甲玉名亀甲１０８
国道２０８号北入、墓地の一隅楕円状封土包蔵地縄文～中世亀甲　上畑上畑丸塚１０９

包蔵地近世繁根木　馬場坂下会所跡１１０
国道２０８号沿線径３７ｍの円墳、出土品多量市古墳古墳繁根木　北伝左山古墳１１１
国道２０８号沿線、出土品なし古墳古墳繁根木　馬場繁根木地下式横穴群（４基）１１２
須恵器・土師器類を包含する包蔵地古墳築地　那木野築地那木野１１３
八幡宮裏、前方後円墳の封土、朝顔埴輪古墳古墳繁根木　馬場稲荷山古墳（他４石碑）１１４
稲荷山古墳の最下層、弥生土器群あり包蔵地弥生繁根木繁根木遺跡群１１５
八幡宮境内全域、町筋南側、ＪＲ線路貝塚縄文繁根木　馬場繁根木貝塚１１６
八幡宮東、大正初期、方格規矩文鏡を出す埋葬古墳繁根木　馬場繁根木箱式石棺（繁根木古墳）１１７
地道路３．５ｍの下層、鎌倉期の遺物大量出土包蔵地縄文～近世高瀬　保田木町など高瀬本町通１１８
城跡神社境内全域、阿高式中心貝塚縄文高瀬　保田木町保田木貝塚１１９

包蔵地古代・中世菊池川河床高瀬菊池川河床１２０
玉名女子高構内全、弥生土器多量、住居跡包蔵地弥生～中世岩崎（通称岩崎原）岩崎原１２１
大型甕棺・土師器・須恵器・弥生土器多量包含包蔵地弥生～中世岩崎　池田岩崎Ａ１２２
菅原神社神体とする、箱棺か古墳古墳岩崎　池田岩崎古墳１２３
部落東端、円墳形、天満宮を祀る古墳古墳岩崎　池田岩崎古墳参考地１２４

古墳古墳岩崎　池田池田地下式横穴群１２５
大型舟形石棺露出、棺蓋不明古墳古墳向津留　下松林寺山古墳１２６
ＪＲ線北２箇所、阿高式～土師器・須恵器貝塚縄文大倉　桃田原桃田貝塚１２７
伝箱石棺出土古墳古墳大倉　桃田原桃田古墳１２８
台地頂上、円墳内部不明古墳古墳大倉　高田高田古墳１２９
城内に安山岩巨石１個埋葬弥生岩崎　池田池田支石墓参考地１３０

包蔵地縄文～中世岩崎　池田岩崎Ｂ１３１
円墳、保存度良し古墳古墳向津留　飯塚飯塚古墳１３２
土師器、弥生後期包蔵地弥生～中世大倉　亀頭迫など亀頭迫１３３
弥生後期、土師器等散布包蔵地弥生～中世大倉（通称立山）立山１３４
１号箱式石棺・２号円墳、完形遺存・５号丘陵先端古墳古墳寺田　城が辻城が辻古墳群（１～５号）１３５
１号台地北端、２号舟形、３号箱式石棺、４号処女墳古墳古墳寺田　宇土寺田古墳群（１～４号）１３６
菊花文入瓦器多量出土包蔵地古代・中世寺田　吉丸吉丸１３７
部落西南畑中、封土あり、内部不明古墳古墳寺田　吉丸ナカント塚古墳１３８

包蔵地縄文～中世寺田　吉丸吉丸西１３９
国道２０８号線の北大穴窟、出土品なし古墳古墳寺田　久保久保地下式横穴１４０

包蔵地縄文～中世寺田　久保寺田久保１４１
「塚さん」という、山伏塚か古墳古墳寺田　世間部世間部塚古墳１４２
高台畑地、磨製大型石鏃出土包蔵地弥生～中世津留　部田部田１４３
円墳、高台北端に位置、径２５ｍの封土遺存古墳古墳津留　小部田上津留古墳１４４
跡地に氏神菅原神社を祀る、包蔵地中世津留　太郎丸安楽寺居館跡１４５
付近畑地耕作で発見と伝えられる包蔵地縄文～中世津留　部田上津留１４６
国道２０８号沿い、３基と造りかけ古墳古墳田崎　楢山田崎横穴群１４７

古墳古墳安楽寺　随月随月古墳１４８
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備考指定種別時代所在地遺跡名番号
包蔵地縄文～中世津留　中林津留中林１４９

梅林小学校裏手谷合い、４基風化する古墳古墳安楽寺（通称裏方）浦方染山横穴群１５０
稲佐への県道東入り、数基古墳古墳安楽寺　蓑田蓑田横穴群１５１
甕棺群あり包蔵地弥生～中世田崎　一本松ほか一本松１５２
台地畑、土師器・須恵器片少量散布包蔵地古墳～中世田崎　天神原・辻田崎１５３
古代・中世遺物散布包蔵地古代・中世安楽寺　中神久中神久１５４

包蔵地古代・中世大浜　新町新町１５５
石剣出土地包蔵地弥生～中世大浜　上屋敷大浜河床１５６
十五社石祠、旧城跡にあり、台石は掌石か　埋葬弥生伊倉北方　五社五社支石墓参考地１５７
県道に面する南小突端に箱式石棺をもつ古墳古墳伊倉北方　五社中北古墳１５８
町北端舌状台地上、南裾一帯弥生貝層出土多量貝塚弥生伊倉北方　五社下城が崎貝塚１５９
町北端舌状台地上、広範に弥生中期遺物を含む包蔵地弥生～中世伊倉北方　五社城が崎１６０
小児合口式４基出土、１期鉄斧、外副葬品埋葬弥生～中世伊倉北方中北Ａ１６１

包蔵地縄文～中世伊倉北方　五社中北１６２
包蔵地縄文～中世伊倉北方　本村本村１６３

鉱滓散布する生産古代・中世伊倉北方　西屋敷桜井川製鉄跡１６４
貝塚弥生～中世北方唐人町貝塚１６５
貝塚縄文～鎌倉片諏訪　屋敷片諏訪貝塚１６６

貝塚のある台地一帯包蔵地弥生片諏訪　屋敷片諏訪１６７
円筒埴輪・須恵器・土師器出土古墳古墳宮原　土井内印鑰神社古墳１６８
弥生石器・土器出土包蔵地弥生宮原　土井内宮原土井の内１６９
弥生土器散布包蔵地弥生宮原　禮社禮社１７０
弥生土器散布包蔵地弥生宮原　屋敷伊倉宮原町１７１
弥生土器・石器包蔵地弥生宮原　宮川伊倉宮川１７２
縄文土器、阿高式・御領式を多く含む包蔵地縄文宮原　北方ほか伊倉八幡宮境内１７３
北八幡宮境内、社前に巨石材２個あり古墳伊倉北方　宮の後伊倉八幡古墳１７４
縄文、阿高式・御領式土器・石斧・石鏃包蔵地縄文伊倉北方　宮の後伊倉宮の後１７５
合口甕棺多数埋葬弥生伊倉北方　宮の後伊倉宮の後甕棺群１７６
弥生土器・土師器・須恵器散布包蔵地弥生宮原　古宮原伊倉古宮原１７７
くり抜き石棺形式出土、封土不明古墳古墳伊倉北方　東垣塚垣塚古墳１７８
伊倉台西端崖面、かなり崩壊古墳古墳伊倉北方　岩井口岩井口横穴１７９
高田古墳下に一封土あり、古墳と思われる古墳古墳伊倉北方（通称赤禿）中北アカハゲ古墳１８０
現在封土を失う古墳古墳伊倉北方　鳥越伊倉犬塚古墳１８１
土師器・須恵器、伊倉刀を打つ生産古墳伊倉南方　東屋敷鍛冶屋町製鉄跡１８２

包蔵地弥生・古墳青野　原・北原青野原１８３
包蔵地弥生・古墳青野　合田合田１８４

弥生～古墳土器多量包含包蔵地弥生・古墳青野　本村・田の尻青野本村曲畑１８５
古墳古墳青野　本村青野古墳１８６

現在埋没する古墳古墳青野　田の尻青野地下式横穴１８７
現在天神石祠建つ古墳古墳青野　天神原青野天神原古墳１８８
弥生～古墳期土器包含包蔵地弥生・古墳青野　天神原青野天神原１８９
八弁花文瓦器蓋付深鉢（火葬骨入）、蓋付碗包蔵地古代青野　天神原・辻青野火葬墓跡１９０

包蔵地弥生・古墳中坂門田　西中坂門田１９１
内容不明古墳古墳中坂門田　京塚京塚古墳１９２
小円墳、箱型石棺露出古墳古墳北坂門田　井戸白骨どん古墳１９３
須恵器・土師器片包蔵地古墳～中世中坂門田　古閑古閑１９４
数基、１基は保存良好古墳古墳中坂門田　古閑鎧田横穴群１９５
須恵器・土師器包蔵地古墳～中世中坂門田、開野ほか開野内原１９６

包蔵地弥生・古墳青野　本村堂の久保青野本村堂の久保１９７
県調査、文字資料集落縄文～平安玉名市河崎柳町柳町１９８

生産古代・中世玉名、迫間ほか玉名平野条里跡１９９
生産古代・中世玉名平野条里跡２００
生産古代・中世玉名平野条里跡２０１
生産古代・中世玉名平野条里跡２０２
生産古代・中世玉名平野条里跡２０３
生産古代・中世玉名平野条里跡２０４
生産古代・中世玉名平野条里跡２０５

家形石棺埋葬古墳瀬川　清水原清水原家型石棺２０６
古墳古墳瀬川　松坂松坂横穴群２０７

土器古墳古墳瀬川　松坂姫塚古墳２０８
円墳、前方後円形古墳古墳瀬川　古寺原椿山古墳２０９
須恵窯跡、須恵器、消滅県生産古代～中世樺　四反田四反田窯跡２１０
鉄滓・ふいご羽口県生産古代～中世樺　たたらもとたたらもと製鉄跡（Ａ・Ｂ）２１１
鉄滓・ふいご羽口生産古代～中世樺　四反田金糞谷製鉄所２１２
鉄滓・ふいご羽口生産古代～中世樺　芦葉敷苔谷製鉄跡２１３
Ａ県史跡、風字硯出土（市指定）Ｃ昭和５２年発見県生産古代～中世樺　大別当大別当Ａ窯跡２１４
炭坑跡あり包蔵地古代～近代金山　焼石金山２１５
切子玉・勾玉・管玉・耳飾・須恵・土師（１～４号）古墳古墳野原　狐谷狐谷古墳群２１６

包蔵地古代・中世樺　四反田四反田２１７
県生産古代・中世樺　四反田四反田製鉄跡（製鉄跡）２１８

生産古代・中世樺　四反田たたらもと窯跡２１９
円墳、小口積石室あり（１～３号）古墳古墳金山　道北山の神古墳群２２０
鉄滓散布生産古代・中世金山　上焼石などごまのき製鉄跡２２１
箱式石棺群古墳古墳内曲町　道出など金山古墳群２２２

生産古代・中世金山狐谷製鉄跡２２３
（１～３号）生産古代・中世金山大藤製鉄２２４

包蔵地中世金山　上藤木大辻屋敷２２５
生産古代・中世樺　反保田反保田窯跡２２６
生産古代・中世樺古小代焼２２７

現西照寺氏神、八幡社地全体古墳古墳西照寺　迎田西照寺古墳参考地２２８
量少ない包蔵地弥生・古墳西照寺　野内野内２２９
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備考指定種別時代所在地遺跡名番号
方墳、昭和３９年除去、工場建設古墳古墳開田　京塚院塚古墳２３０

古墳古墳上　今泉今泉古墳２３１
有孔石包丁・土器多数包蔵地弥生期上　今泉・市井川今泉２３２
土器片多量包含包蔵地弥生中後期上　今泉今泉西２３３
石斧数個、土器・石鏃出土包蔵地縄文古閑　西市井川など古閑２３４
毘沙門堂あり寺社古代・中世上　長津野大悟山平等寺跡２３５
土人宝物埋蔵地というはこのことか古墳古墳開田　池田池田古墳２３６
少量包蔵地弥生後晩期庄山　東籏布・松浦東籏布２３７
甕棺・合口甕棺埋葬弥生中土　天神木岱明町総合グラウンド２３８
甕棺、住居跡、貝塚、年の神西平遺跡、年の神遺跡包蔵地弥生後期野口　平年の神２３９
住居跡を含む、弥生土器片・石器多数出土貝塚弥生野口　西平年の神西平貝塚２４０
２ヵ所、貝輪７個入り町埋葬弥生野口　早馬年の神支石墓　２４１
獣頭骨、土器貝塚弥生野口　早馬年の神貝塚２４２
須恵器片多数包蔵地古墳下前原　石町下前原西２４３
合口壷形棺数基埋葬弥生野口　北平年の神小児甕棺群２４４
大型３基埋葬弥生中期野口　早馬年の神甕棺群（Ａ）２４５
３個接合を中心とする埋葬弥生野口　早馬年の神甕棺群（Ｂ）２４６
石蓋土、２基出土した　埋葬弥生野口　塚原塚原石蓋土壙墓群２４７
完形多数出土集落弥生山下　木佐貫山下２４８
円墳、完形封土箱式石棺古墳古墳野口　塚原塚原古墳２４９
中期、須玖系３基埋葬弥生野口　塚原塚原２５０
昭和３２年発掘調査、鉄器をもつ包蔵地弥生下前原　正林下前原２５１
弥生土器・須恵器少量埋葬弥生野口　塚原塚原箱式石棺群２５２
住居跡４戸確認、箱石棺につづく包蔵地古墳野口　大原大原２５３
安山岩箱式石棺１３出土、１２移復元埋葬古墳野口　大原大原箱式石棺群２５４
人骨１躯伸展土葬　　　包蔵地縄文野口　大原大原人骨出土地２５５
弥生晩期土器・貨銭出土、Ａ・Ｂ区包蔵地弥生野口　北尾崎北尾崎２５６
１基発見古墳古墳野口　貴船貴船２５７
弥生土器片の１群出土包蔵地弥生野口　貴船貴船東２５８
須恵器類、完形出土包蔵地弥生後晩期野口　尾崎尾崎２５９
専大玉名高々庭、阿高式貝塚縄文野口　尾崎尾崎貝塚２６０
弥生後晩期土器少量包蔵地弥生野口　貴船貴船西２６１
縄文期、蛇紋岩石斧包蔵地縄文鍋　小路上鍋２６２
穀粒、山形連続押形文包蔵地縄文大野下　目倉尾目倉尾２６３

包蔵地弥生中土　中尾崎中尾崎２６４
包蔵地縄文中土　楢ノ尾ほか中土楢ノ尾２６５

御領式中心包蔵地縄文中土　西分・大跡中土西２６６
主に須恵器・土師器包蔵地古墳浜田　西原浜田西原２６７
石材を残す古墳古墳浜田　吹上浜田吹上古墳２６８
石材を残す、古塔碑あり古墳古墳浜田　西原浜田西原古墳（参考地）２６９
縄文土器片、石錘出土貝塚縄文浜田　西原浜田貝塚２７０
完形土師器２個包蔵地古墳中土　四朗丸中土西宮の前２７１
須恵完形土器数１０個出土包蔵地古墳中土　古井川東中土２７２

包蔵地縄文山下　北原・久保山下西２７３
発見１基埋葬古墳野口　西原下野口石蓋土坑墓２７４
弥生土器類包含包蔵地弥生野口　西原下野口２７５
４基埋没埋葬古墳野口　前大野小学校石蓋土坑墓２７６
弥生土器・土師器包蔵地弥生・古墳山下　前畑山下前畑２７７
米出土、弥生前期貝塚あり包蔵地弥生山下　天神木中道２７８
貝塚中２基埋葬古墳山下　天神木中道石蓋土坑墓２７９
阿高式貝塚縄文中期山下　庄司庄司貝塚２８０
炭化米、出土品多貝塚縄文中期山下　久々牟田古閑原貝塚２８１
円墳、積石、舟形石棺中に弁財天を祀る町古墳古墳高道　石橋弁財天古墳２８２
野辺田式土器多量出土包蔵地古墳高道　久々牟田イッチャンサン２８３
野辺田式土器包含、貝塚あり集落古墳高道　石橋石橋２８４
前方後円墳、後円部の東、今薬師堂あり寺社古墳高道　大馬場籐光寺跡２８５
前方後円墳、前方部に天満宮あり古墳古墳高道　大馬場籐光寺古墳２８６
須恵器・土師器散布包蔵地弥生後期高道　幸長寺原幸長寺原２８７

貝塚山下　木佐貫山下・木佐貫貝塚２８８
院塚古墳周辺包蔵地弥生～古墳開田　京塚京塚２８９
古代寺院、塔礎石・金堂基壇の一部、布目瓦多量県寺社古代稲佐　切畑稲佐廃寺跡２９０

包蔵地弥生～中世稲佐　切畑宮の元２９１
包蔵地弥生～中世山口　長宗山口２９２

熊野神社全域、弥生土器片多量包蔵地弥生稲佐　切畑稲佐切畑２９３
墳丘上に箱式石棺の一部露出古墳古墳木葉　久保田窪田越前塚２９４
青磁・土師器・須恵器・瓦器破片包蔵地古代・中世木葉　町下町下２９５
弥生土器・土師器包蔵地弥生・古墳白木　上古閑音丸２９６



第１節　遺構

１　はじめに
　調査区はⅠ～Ⅲ区に分かれるが、遺構の数は少な

く、Ⅰ区は土坑３基、溝２本、Ⅱ区は土坑２基、円

墳の周溝１基、Ⅲ区は掘立柱建物１棟、土坑４基、

溝３本である。ここでは遺構内容を項目ごとに分け、

その概要を述べる。

２　掘立柱建物（SB）
SBⅢ１（第５図）

　Ⅲ区東側（C，D－４，５区）に位置する遺構で、

南側の梁行きの一部が攪乱されている。桁行７．８m

（約２６尺）、梁行４．３m（約１４．３尺）の４間×２間の南

北棟建物で、桁行方向は N１３゚ Eである。

　柱間寸法は桁行約２．１m（約７尺）、梁行約１．９m

（６．３尺）である。桁行き東側が調査区外に入り、梁

行き南側が攪乱を受けている。

　柱穴は直径４０～６０㎝、深さ４０～５０㎝である。柱穴

の下端のレベルはほぼ一定している。

　柱穴に柱痕跡は確認できなかった。

―　１１　―

第Ⅲ章　調査とその成果
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第５図　SBⅢ１　遺構実測図（１／８０）



３　土坑（SK）
　SKⅠ１（第６図）はⅠ区東側（F－２区）に位

置する。軸は東西に取り、E４３゚ S。長軸１．０m、短

軸０．４mの楕円形の土坑で、深さは５０㎝。

　SKⅠ２（第６図）はⅠ区東側（G－１区）に位

置する。軸は南北に取り、N９°E。長軸２．０m、短

軸１．８mの楕円形の土坑で、深さは７０㎝。

　SKⅠ３（第６図）はⅠ区東側（G－１，２区）

に位置する。軸は東西に取り、E９°S。長軸１．９５m、

短軸１．１mの隅丸方形の土坑で、深さ２０㎝である。

　SKⅡ１（第６図）はⅡ区東側（E－４区）に位

置し、円墓を切る。軸は東西に取り、E５ N゚。長

軸１．４m、短軸０．９mの隅丸三角形の土坑で、深さは

２５㎝。

　SKⅡ２（第６図）はⅡ区東側（F－３区）に位

置する。軸を東西に取り、E１２゚ S。長軸１．６m、短軸

１．５mの隅丸方形の土坑で、深さは５０㎝。

　SKⅢ１（第７図）はⅢ区のほぼ中央（D－４区）

に位置し、２基の切り合いと思われる。切り合い関

係は不明。軸はそれぞれ東西に取り、北側が E１５゚

S、南側がE３°S。北側の土坑は、長軸３．０m、短軸

２．１mのほぼ楕円形で、深さは２０㎝。南側の土坑は、

長軸１．６m、短軸１．５mの隅丸方形で、深さは３５㎝。

　SKⅢ２（第７図）はⅢ区のほぼ中央（B－４区）

に位置する。軸を南北に取り、N８ E゚。長軸１．３m、

短軸０．９mの不定形土坑で、深さは５０㎝。

　SKⅢ３（第８図）はⅢ区北側（E－２区）に位

置する。SKⅢ４と切り合っており、一部が調査区

外にかかる。切り合い関係については不明。軸を南

北に取り、N４２゚ W。長軸２．９m、短軸１．６m楕円形

の土坑で、深さは５０㎝。

　SKⅢ４（第８図）はⅢ区北側（E－２区）に位

置し、SKⅢ３と切り合っている。切り合い関係に

ついては不明。軸を南北に取り、N１７ W゚。長軸

２．７m、短軸１．６mの楕円形の土坑で、深さは２０㎝。

４　溝（SD）
SDⅡ１（第９図）

　Ⅱ区南側に位置し、幅約０．８mほどの溝が円形に

巡る。古墳の周溝と思われる。削平を受け、深さは

約２０㎝ほどである。

SDⅠ１（第１０図）

　Ⅰ区東側に位置し、南北に走る溝。南で直角に西

方向に折れ、何らかの区画を示す溝と思われる。幅

は約０．８mで、深さは約２０㎝である。蒲鉾型の掘り

方を持つ。

SDⅢ１（第１０図）

　Ⅲ区北側に位置し、東西に走る溝。SDⅢ２と平

行して走る。幅は約０．４mで、深さは約１０㎝である。

大きく削平を受けている。

SDⅢ２（第１０図）

　Ⅲ区北側に位置し、東西に軸を取り、鋭角に屈折

する溝。東西軸は SDⅢ１と平行する。幅は約０．４

～０．８㎝で、深さは約３０㎝である。

SDⅢ３（第１１図）

　Ⅲ区南側に位置し、東西に走る大溝。幅は約３．６

～７．２㎝で、深さは約１６０㎝である。隅丸三角の堀方

を持ち、大量の遺物が出土した。

第２節　遺構に伴う遺物

１２－１　SKⅠ２より出土した土師器坏。調整は摩

滅して不明。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調は

にぶい橙色。

１２－２　SKⅠ２より出土した須恵器坏。底部はヘ

ラ切り。見込みは回転ナデ調整の後、横ナデを数回

行う。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成はやや良。

色調は灰褐色。

１２－３　SKⅠ２より出土した須恵器坏。調整は摩

滅して不明。胎土は細かい。焼成は良。色調は灰白

色。

１２－４　SKⅠ２より出土した須恵器坏。調整は摩

滅して不明。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調は灰白色。

１２－５　SKⅠ２より出土した須恵器甕で口縁部の

破片。復元口径１５．７㎝。口縁部は外反し、口唇部は

外面を平らに調整する。口縁部内外面はナデ調整。

胎土は細かい。焼成は悪く、色調は赤橙色。

１２－６　SKⅠ２より出土した須恵器壺で肩部の破

片。内外面ナデ調整。胎土は砂粒が混じり、やや粗
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第６図　SKⅠ１・Ⅰ２・Ⅰ３・Ⅱ１・Ⅱ２　遺構実測図（１／４０）
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い。焼成はやや良。色調はにぶい褐色。

１２－７　SKⅠ２より出土した須恵器甕で胴部の破

片。内面は大きな平行の当て具痕。外面は平行タタ

キ。胎土は砂粒が混じりやや細かい。焼成は良。色

調は灰白色。

１２－８　SKⅠ２より出土した須恵器甕で胴部の破

片。内面は幅の広い平行当て具痕。外面は格子目タ

タキ。胎土は砂粒が混じりやや細かい。焼成は良。

色調は灰白色。

１２－９　SKⅠ２より出土した須恵器壺で胴部の破
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片。内面は同心円の当て具痕をナデ消している。外

面は格子目タタキのあとナデ調整。胎土は砂粒が混

じりやや細かい。焼成はやや甘い。色調はにぶい黄

色。

１２－１０　SKⅠ２より出土した須恵器甕で胴部の破

片。内面は大きな同心円の当て具痕。外面は格子目

タタキで良く叩き締めてある。胎土は砂粒が混じり

やや細かい。焼成はやや甘い。色調はにぶい黄橙色。

１２－１１　SKⅠ２より出土した丸瓦。凹面に布目の

痕跡が残り、凸面に平行タタキが残る。胎土は砂粒

が少なく細かい。良く焼き締まり、色調は暗灰色。

１２－１２　SKⅠ２より出土した緑釉碗で、長門産の

ものと思われる。胎土は細かく、色調はクリーム色。

見込みに一部緑釉が残る。

１２－１３　SKⅠ３より出土した土師器坏。摩滅して

調整は不明。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調は

にぶい黄橙色。

１２－１４　SKⅠ３より出土した土師器高坏。摩滅し

て調整は不明。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調

は橙色。

１２－１５　SKⅠ３より出土した土師器坏。内外面と

も回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるが細かい。色

調はにぶい橙色。

１２－１６　SKⅠ３より出土した須恵器坏。底部はヘ

ラ切り。高台は底部の外側に付き、接地面が細くな

る。外面は回転ナデ調整で、見込みは横ナデを施す。

胎土は砂粒があるが細かい。良く焼き締まる。色調

は暗赤灰色。

１２－１７　SKⅠ３より出土した須恵器坏。復元口径

１２．３㎝。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混

じるが細かい。良く焼き締まる。色調は灰色。

１３－１　須恵器坏身。底部はヘラ切り。高台は底部

の外側に付く見込みは数回横ナデをする。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成はやや甘い。色調は灰褐色。

１３－２　須恵器坏蓋。上面にはヘラ切り痕が残る。

他は内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく

やや細かい。色調はにぶい黄橙色。

１４－１　土師器坏。口径１２．５㎝。器高３．６㎝。底部
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はヘラ切り。体部は丸みを持ちながら大きく開く。

内外面とも回転ナデ調整で、見込みは軽く横ナデを

する。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調はにぶい

橙色。

１４－２　土師器坏。復元口径１２．９㎝。器高３．２５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整で、見込みは数回横ナデをする。

胎土は砂粒が少なく細かい。色調は淡黄色。

１４－３　土師器坏。底部はヘラ切り。高台は高く、

底部の外側に付く。内外面とも回転ナデ調整。胎土

は砂粒が少ないがやや粗い。色調はにぶい黄橙色。

１４－４　土師器坏。口径１３．５㎝。器高３．５㎝。底部

はヘラ切り。体部は直線的に大きく開き、形状はい

びつ。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回横

ナデをする。胎土は砂粒が少なく細かい。色調はに

ぶい黄橙色。

１４－５　土師器坏。復元口径１３．６㎝。器高２．３５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開き、口縁
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部でやや外反する。内外面とも回転ナデ調整で、見

込みは軽く横ナデをする。胎土は砂粒が混じりやや

粗い。色調は明黄褐色。

１４－６　土師器坏。底部はヘラ切り。高台は高く、

底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見込

みは数回横ナデをする。胎土は砂粒が少なく細かい。

色調は黄橙色。

１４－７　土師器坏。口径１２．４㎝。器高３．７㎝。底部

はヘラ切り後、横ナデ。体部は直線的に開く。内外

面とも回転ナデ調整で、見込みは数回横ナデをする。

胎土は砂粒が混じるが細かい。色調はにぶい橙色。

１４－８　土師器坏蓋。丸みを持った器形で、端部を

外折する輪状つまみを付ける。外面上部はヘラ切り

痕が残り、全体に不定のナデ調整。内面も不定のナ

デ調整。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調は淡黄

色。

１４－９　土師器椀。復元口径１２．５㎝。器高５．４㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開きながら端部で

外反する。高台は低くいびつで、底面外側に付く。

内外面とも回転ナデ調整で、外面には指で強く押さ

えたロクロ目が付く。見込みは数回横ナデをする。

胎土は砂粒が混じり、やや粗い。色調はにぶい橙色。

１４－１０　土師器椀。底部はヘラ切り。体部は直線的

に開く。高台は低く、底面外側に付く。内外面とも

回転ナデ調整で、外面には指で強く押さえたロクロ

目が付く。見込みは数回横ナデをする。胎土は砂粒

が混じり、やや粗い。色調は暗灰色。

１４－１１　土師器椀。底部はヘラ切り。体部は直線的

に開く。高台は低く、底面外側に付く。内外面とも

回転ナデ調整で、外面には指で強く押さえたロクロ

目が付く。見込みは数回横ナデをする。胎土は砂粒

が混じるが、やや細かい。色調は浅黄色。

１４－１２　土師器椀。底部はヘラ切り。高台は高く、

底面外側に付き、外に開く。内外面とも回転ナデ調

整。見込みは数回横ナデをする。胎土は砂粒が混じ

るが、やや細かい。色調はにぶい橙色。

１４－１３　土師器椀。底部はヘラ切り。高台は高く、

底面外側に付き、外に開く。内外面とも回転ナデ調

整。見込みは数回横ナデをする。胎土は砂粒が少な

く、やや細かい。色調はにぶい黄橙色。

１４－１４　土師器皿。復元口径１５．０㎝。器高２．２㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整で、見込みは数回横ナデをする。

胎土は砂粒が混じり粗い。色調はにぶい黄橙色。

１４－１５　土師器鉢。復元口径１３．２㎝。器高５．７㎝。

体部はやや外に開きながら直立し、口縁部で外反す

る。口縁部付近に断面楕円の把手が付く。内外面と

も回転ナデ調整。胎土は砂粒が多く粗い。色調はに

ぶい黄橙色。

１４－１６　土師器鉢。体部は直線的にやや外に開く。

内外面とも回転ナデ調整で、外面には指で強く押さ

えたロクロ目が付く。胎土は砂粒が混じるが、やや

細かい。色調は橙色。

１４－１７　土師器甕。復元口径２０．８㎝。口縁部は外折

し、張り出しが小さい。口縁部内外面はナデ調整。

体部内面は斜め上方にヘラ削りを行う。体部外面は

横方向にハケ目調整。胎土は砂粒が混じり、やや粗

い。色調は褐色。

１４－１８　土師器甕。復元口径２２．８㎝。口縁部は緩く

外反する。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は上

方にヘラ削りを行い、器肉が薄い。体部外面は横方

向にハケ目調整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。

色調はにぶい黄橙色。

１４－１９　土師器甕。復元口径２７．５㎝。口縁部は緩く

外反する。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は斜

め上方にヘラ削りを行う。体部外面は縦にハケ目調

整。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調は橙色。

１５－１　土師器甕。復元口径２３．９㎝。口縁部は緩く

外反する。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は斜

め上方にヘラ削りを行う。体部外面の調整は不明。
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胎土は砂粒が多く、やや粗い。色調は浅黄橙色。

１５－２　土師器甕。復元口径１８．３㎝。口縁部は外反

する。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は斜め上

方にヘラ削りを行い、器肉が薄い。体部外面は回転

ナデ調整。胎土は砂粒は少なく、やや細かい。色調

はにぶい褐色。

１５－３　須恵器坏。復元口径１３．０㎝。器高２．６５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整で、外面には指の強い押圧によ

るロクロ目が付く。胎土は砂粒が多く混じるが細か

い。焼成はやや良。色調は灰白色。

１５－４　須恵器坏。復元口径１１．９㎝。器高３．９㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。内外面とも

回転ナデ調整で、外面には指の強い押圧によるロク

ロ目が付く。見込みは軽く横ナデをする。胎土は砂

粒が混じり、やや粗い。焼成は良。色調は灰色。

１５－５　須恵器坏。復元口径１１．４㎝。器高３．８５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。内外面とも

回転ナデ調整で、外面には指の強い押圧によるロク

ロ目が付く。胎土は砂粒少なく細かい。焼成はやや

甘い。色調はにぶい黄色。

１５－６　須恵器坏。復元口径１２．２㎝。器高３．３㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。内外面とも

回転ナデ調整で、外面口縁部付近に指の強い押圧に

よるロクロ目が付く。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成はやや良。色調は灰黄色。

１５－７　須恵器坏。復元口径１１．５㎝。器高３．４５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。内外面とも

回転ナデ調整。胎土は砂粒が多く粗い。焼成はやや

甘い。色調は灰黄色。

１５－８　須恵器坏。復元口径１２．９㎝。器高２．２㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が多く粗い。焼成

はやや甘い。色調はにぶい黄色。

１５－９　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数

回横ナデをする。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は甘い。色調はにぶい灰橙色。

１５－１０　須恵器坏。底部はヘラ切り。やや高い高台

が底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見

込みは数回横ナデをする。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成は甘い。色調は灰黄色。

１５－１１　須恵器坏。底部はヘラ切り。体部は丸みを

持ち、やや開く。外面底部付近にはヘラ削りを行い、

他は内外面とも回転ナデ調整。見込みは数回横ナデ

を行う。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色

調は灰白色。

１５－１２　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が

まじり、やや粗い。焼成は甘い。色調は浅黄色。

１５－１３　須恵器坏。底部はヘラ切り。やや高い高台

が底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整。見込

みは数回横ナデを行う。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は甘い。色調はにぶい黄橙色。

１５－１４　須恵器坏。復元口径１４．６㎝。底部はヘラ切

り。体部は丸みを持ち、やや開く。外面底部付近に

はヘラ削りを行い、他は内外面とも回転ナデ調整。

見込みは数回横ナデを行う。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調は暗灰黄色。

１５－１５　須恵器坏。底部はヘラ切り。やや高い高台

が底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整。胎土

は砂粒がまじり、やや粗い。焼成はやや良。色調は

黄灰色。

１５－１６　須恵器坏蓋。復元口径１２．９㎝。上面は平ら

で、緩い弧を描いて口縁部に至り、端部はやや水平

にする。外面上部付近は回転ヘラ削り調整。内面平

坦部は横ナデ。他は内外面とも回転ナデ調整。胎土

は砂粒が混じりやや粗い。焼成はやや良。色調は灰

黄色。

１５－１７　須恵器坏蓋。復元口径１５．０㎝。上面は平ら

で、緩い弧を描いて口縁部に至る。端部は水平にし、

受けを作る。外面上部付近は回転ヘラ削り調整。内

面平坦部は横ナデ。他は内外面とも回転ナデ調整。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は甘い。色調は浅

黄橙色。

１５－１８　須恵器坏蓋。上面は平らで、輪状つまみを

付ける。外面上部には回転ヘラ削り調整。内面平坦

部は横ナデ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はや

や甘い。色調は橙色。

１５－１９　須恵器坏蓋。復元口径１５．８㎝。上面は平ら

―　２２　―
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で、緩い弧を描いて口縁部に至る。端部は水平にし、

受けを作る。外面上部には回転ヘラ削り調整。内面

平坦部は横ナデ。他は内外面とも回転ナデ調整。胎

土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰白色。

１５－２０　須恵器坏。復元口径１３．０㎝。器高２．６㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整で、外面には指の強い押圧によ

るロクロ目が付く。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は良。色調は灰色。

１５－２１　須恵器坏蓋。小岱系。復元口径１７．８㎝。上

面は平らで、緩く屈折して直線的に口縁部に至る。

端部はやや水平にし、受けを作る。外面上部には回

転ヘラ削り調整。櫛で輪状に溝を彫り、輪状つまみ

の痕跡がある。外面体部は単位の細かな回転ヘラ削

り調整。内面平坦部は横ナデ。他内面は回転ナデ調

整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は

にぶい赤橙色。

１５－２２　須恵器坏蓋。復元口径１４．６㎝。体部は緩く

弧を描き口縁部に至る。端部は水平にし、受けを作

る。外面は広く回転ヘラ削り調整。外面口縁部付近

はナデ調整。外面口縁部付近に他個体の口縁部が張

り付く。内面は回転ナデ調整。胎土は砂粒がやや混

じるが細かい。焼成は良。内面と外面口縁部付近に

自然釉が付く。色調は灰白色。

１５－２３　須恵器椀。口径１３．０㎝。底部はヘラ切り。

体部は直線的に開き、口縁部はやや外反する。高台

は底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整。内側

に強い指の押圧によるロクロ目が付く。胎土は砂粒

がまじるが、やや細かい。焼成は甘い。色調は黄灰

色。

１５－２４　須恵器椀。復元口径１２．２㎝。底部はヘラ切

り。体部は直線的開くが、腰が張る。高台は底面外

側に付く。内外面とも回転ナデ調整。外側に強い指

の押圧によるロクロ目が付く。見込みは軽く横ナデ

を施す。胎土は砂粒がまじるが、やや細かい。焼成

は甘い。色調は明茶灰色。

１６－１　須恵器椀。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付き、ややいびつ。内外面とも回転ナデ調整。

胎土は砂粒がやや混じるが細かい。焼成は甘い。色

調は浅黄色。

１６－２　須恵器椀。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。内外面とも回転ナデ調整。見込みは１、

２回横ナデ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はや

や甘い。色調は灰黄色。

１６－３　須恵器椀。復元口径１３．６㎝。器高８．７㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。高台

は底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見

込みは１、２回横ナデを行う。胎土は砂粒がやや混

じるが細かい。焼成は甘い。色調は灰黄色。

１６－４　黒色土器 A類の椀。復元口径１３．８㎝。器

高７．０㎝。底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく

開く。高い高台が底面外側に付き、端部で外反する。

内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回横ナデを

行う。胎土は砂粒がやや混じるが細かい。色調は内

面が黒色、外面が黄褐色。

１６－５　須恵器壺の底部の破片。体部は直線的にや

や開く。外面は平行タタキの後、ハケ目調整。内面

は回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じりやや粗い。焼

成は甘い。色調はにぶい赤褐色。

１６－６　須恵器甕で口縁部の破片。複合口縁で、口

唇部はつまみ上げて外反する。内外面は回転ナデ調

整。屈曲部下にはヘラ描きによる波状文。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調は内面が灰色、

外面が赤褐色。

１６－７　須恵器甕。復元口径２１．１㎝。丸みを持った

体部に単純口縁を持つ。口縁部は内外面とも回転ナ

デ調整。体部は内面に同心円当て具、外面に格子目

タタキ痕が残る。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。

焼成は甘い。色調は淡黄色。

１６－８　須恵器甕。復原胴部最大径７８．６㎝。胴部の

最大径は中位にあり、丸みを帯びた器形。内面は上

位にランダムな平行当て具痕、下位に整然と上下方

向に並ぶ平行当て具痕で、後者が前者を切る。外面

は格子目タタキ。胎土は砂粒が混じるが、やや細か

い。焼成はやや良。色調は表面が灰色で、胎土は赤

褐色。

１７－１　SKⅢ１より出土した須恵器甕で胴部の破

片。内面は平行当て具痕と同心円の当て具痕が混在。

外面は格子目タタキ。胎土は砂粒が混じるがやや細

かい。焼成は良。色調は灰色。

―　２４　―
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第１６図　SKⅢ１　出土遺物実測図③（１／３）（１／６）



１７－２　SKⅢ３より出土した黒色土器 A類椀。底

部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。高台は

底面外側に付く。内外面とも回転ナデ調整。胎土は

砂粒がまじるが、やや細かい。色調は内面が黒色、

外面は褐灰色。

１７－３　SKⅢ３より出土した須恵器坏。復元口径

１３．２㎝。底部はヘラ切り。体部は直線的に開き、口

縁部はやや外反する。高台は底面外側に付き、外に

開く。内外面とも下半に回転ヘラ削りを行い、上半

は回転ナデを行う。見込みは数回横ナデ。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調はオリーブ灰色。

１７－４　SKⅢ４より出土した須恵器坏。復元口径

１３．４㎝。底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。内

外面とも回転ナデを行う。見込みは１回横ナデ。胎

土は砂粒が少なく細かい。焼成はやや良。色調はに

ぶい黄褐色。

１７－５　SKⅢ４より出土した須恵器坏蓋。上面は

平らで、外面上部には回転ナデ調整。宝珠状のつま

みを付ける。内面はつまみ接着時の押圧痕がある。

胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成は良。色調は灰

色。

１７－６　SDⅢ１より出土した須恵器坏。底部はヘ

ラ切り。高台は底面内側に付く。見込みは数回横ナ

デ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は

褐灰色。

１７－７　SDⅢ１より出土した須恵器坏蓋。体部は

丸みを帯び口縁部に至る。端部は水平にし、受けを

作る。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少な

く細かい。焼成は良。色調は灰色。

１７－８　SDⅢ１より出土した須恵器坏蓋。小岱系。

上面は平らで、外面上部には回転ナデ調整。宝珠状

のつまみを付ける。内面は横ナデ。胎土は砂粒が少

なく細かい。焼成は良。色調はにぶい赤褐色。

１７－９　SDⅢ１より出土した須恵器坏蓋。小岱系。

宝珠状のつまみ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は良。色調はにぶい黄橙色。

１７－１０　SDⅢ１より出土した須恵器椀。底部はヘ

ラ切り。高台は底面外側に付き、直立気味。見込み

は数回横ナデ。胎土は砂粒が混じり、やや粗い。焼

成は良。色調は灰色。

１７－１１　　SDⅢ１より出土した須恵器壺で肩部の

破片。内面は当て具痕をナデ消し、外面はヘラ削り

を行う。胎土は少なく細かい。焼成は良。色調は灰

オリーブ色。

１７－１２　SDⅢ３より出土した土師器坏。底部は糸

切り。見込みは数横ナデ。胎土は砂粒が少なく細か

い。色調はにぶい黄橙色。

１７－１３　SDⅢ３より出土した土師器坏。底部は糸

切り。見込みは同心円状にヘラ削り痕。胎土は砂粒

混じり、やや粗い。色調はにぶい黄橙色。

１７－１４　SDⅢ３より出土した須恵器坏。底部はヘ

ラ切り。高台は底面外側に付き、外に開く。見込み

は数回横ナデ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は

良。色調は灰色。

１７－１５　SDⅢ３より出土した須恵器坏。底部はヘ

ラ切り。高台は底面外側に付き、直立する。体部外

面は回転ヘラ削り、内面は回転ナデ。胎土は砂粒が

少なく細かい。焼成は良。外面には自然釉がかかる。

色調は灰黄色。

１７－１６　SDⅢ３より出土した須恵器鉢で口縁部の

破片。器形は口縁部ではほぼ直立する。内面に同心

円当て具、外面に格子目タタキが口縁部付近まで残

り、口縁部は内面が回転ナデ、外面が回転ヘラ削り

で消す。胎土は砂粒は少ないがやや粗い。焼成は良。

色調は灰色。

１７－１７　SDⅢ３より出土した須恵器壺で底部の破

片。内面は横方向にヘラ削り、外面は回転ナデ調整。

胎土は砂粒が混じるがやや細かい。焼成がやや良。

色調は黄褐色。

１７－１８　SDⅢ３より出土した須恵器甕で口縁部の

破片。単純口縁。口縁部付近内外面とも回転ナデ調

整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。焼成がやや

良。色調は灰色。

１８－１　SDⅠ１より出土した土師器坏。復原底径

９．１㎝。胎土は砂粒がややまじるが細かい。底部は

ヘラ切り。調整は摩滅して不明。色調はにぶい黄橙

色。

１８－２　SDⅠ１より出土した土師器椀。胎土は砂

粒がややまじりやや粗い。調整は摩滅して不明。色

調はにぶい黄橙色。

―　２６　―
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第 17図　SKⅢ 1・Ⅲ 3・Ⅲ 4、SDⅢ 1・Ⅲ 3　出土遺物実測図（1／ 3）



１８－３　SDⅠ１より出土した土師器椀。胎土は砂

粒がややまじるが細かい。調整は摩滅して不明。色

調は橙色。

１８－４　SDⅠ１より出土した土師器甕。復元口径

２７．４㎝。胎土は砂粒が混じり粗い。口縁部は緩く外

反する。調整は摩滅して不明。色調はにぶい黄橙色。

１８－５　SDⅠ１より出土した須恵器坏。高台は底

面の外側につき、ナデにより端部を尖らせる。胎土

は砂粒が混じりるが細かい。内外面とも回転ナデ調

整。焼成は甘く、色調は橙色。

１８－６　SDⅠ１より出土した須恵器坏蓋。平らな

器形で、端部は下方へ曲げる。胎土は砂粒が少なく

細かい。内外面とも回転ナデ調整。焼成はやや甘く、

色調は灰色。

１８－７　SDⅠ１より出土した須恵器坏蓋。復元口

径１９．８㎝。湾曲した器形で、口縁部付近で下方へ曲

げる。胎土は砂粒が少なく細かい。内外面とも回転

ナデ調整。焼成は甘く、色調はにぶい橙色。

１８－８　SDⅠ１より出土した須恵器坏蓋。復元口

径１６．７㎝。平らな器形で、口縁部付近で下方に折れ、

端部は緩やかに開く。胎土は砂粒が少なくやや細か

い。内外面とも回転ナデ調整。焼成はやや甘く、色

調はにぶい黄灰色。

１８－９　SDⅠ１より出土した須恵器坏蓋。復元口

径２８．５㎝。湾曲した器形で、口縁部で平坦にした後、

下垂する。胎土は砂粒が少なく細かい。内外面とも

回転ナデ調整。焼成はやや良。色調は外面が灰白色

で、内面と口唇部が灰色。

１８－１０　SDⅠ１より出土した須恵器坏蓋。平らな

器形。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。外面

は回転ヘラ削り。色調は灰色。

１８－１１　SDⅠ１より出土した須恵器坏蓋。湾曲し

た器形で、口縁部で平坦にした後、下垂する。胎土

は砂粒が少なく細かい。内外面とも回転ナデ調整。

焼成は良。色調は外面が灰白色で、内面と口唇部が

暗灰色。

１８－１２　SDⅠ１より出土した須恵器甕で胴部の破

片。胎土は砂粒が少なくやや細かい。内面は弧を描

く平行の当て具痕。外面は平行タタキ。焼成は甘く、

色調はにぶい黄橙色。

１８－１３　SDⅠ１より出土した須恵器甕で胴部の破

片。胎土は砂粒が混じりるが細かい。内面は同心円

と平行の当て具痕。外面は平行タタキ。器肉が薄く、

良く焼き締まっている。色調は外面が黒褐色、内面

は灰褐色。

１８－１４　SDⅠ１より出土した須恵器甕で胴部の破

片。胎土は砂粒が少なく細かい。内面は平行の当て

具痕。外面は格子目と平行タタキ。色調は外面がに

ぶい赤褐褐色、内面は暗灰黄色。

１８－１５　SDⅠ１より出土した平瓦。凹面に布目の

痕跡、凸面に大きな格子目タタキが残る。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良く、色調は淡灰色。

１８－１６　SDⅠ１より出土した熨斗瓦。凹面に布目

の痕跡、凸面に縄目タタキが残る。胎土は砂粒が多

く粗い。焼成は良く、色調は淡灰色。

１８－１７　SDⅠ２より出土した土師器甕。復元口径

１９．０㎝。胎土は砂粒が多く粗い。口縁部は緩く外反

する。胴部内面はヘラ削り。色調は橙色。

１８－１８　SDⅠ２より出土した土師器甕。復元口径

２０．２㎝。胎土は砂粒が多く粗い。口縁部は外反する。

胴部内面はヘラ削り。色調は橙色。

１８－１９　SDⅠ２より出土した須恵器甕で胴部の破

片。胎土は細かい。内面は平行当て具痕。外面は平

行タタキ。色調は灰黄色。

１８－２０　SDⅠ２より出土した須恵器壺で頸部の破

片。胎土は細かい。頸部内外面とも回転ナデ調整。

焼成は甘く、色調はにぶい黄橙色。

１９－１　平瓦。凹面は枠板痕と布目の痕跡が残り、

凸面に大きな菱形の格子目タタキが残る。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調はにぶい黄灰色。

１９－２　平瓦。凹面には糸切り痕が残り、端面より

１．６㎝の位置に横方向に幅４㎜の窪みが認められ、

布目の痕跡が残る。凸面には側縁に平行する縄目タ

タキが施される。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は良。色調は淡灰色。

１９－３　平瓦。凹面に布目の痕跡が残り、粘土板合

わせ目痕が残存する。凸面に大きな菱形の格子目タ

タキが残るが、押圧によりつぶれている。側面には

分割截面・破面が認められる。胎土は砂粒が少なく

細かい。焼成は良。色調は灰白色。

―　２８　―
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第１８図　SDⅠ１・Ⅰ２　出土遺物実測図（１／３）
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１９－４　平瓦。凹面に布目の痕跡が残りるが、筋状

の窪みを境にしてナデが施される。凸面は丁寧なナ

デ消しが行われ、タタキは不明。胎土は砂粒が少な

く細かい。焼成は良。色調は淡灰褐色。

１９－５　平瓦。凹面に枠板痕と布目の痕跡が残り、

凸面に大きな菱形の格子目タタキが残るが、押圧に

よりつぶれている。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は良。色調は淡黄灰色。

１９－６　A－B型に相当する重弧文軒平瓦。瓦当厚

は３．９㎝。凹面は横方向のヘラ削り。凸面は横方向

のナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調は灰褐色。

１９－７　A－B型に相当する重弧文軒平瓦。凹面は

布目が残り、端部は横方向のナデ。凸面はナデ調整。

胎土は砂粒が混じりやや粗い。焼成は良。色調は灰

色。

１９－８　軒丸瓦E型にあたり外区外縁に鋸歯文、内

縁に唐草文が巡る複弁八弁蓮華文である。接合法は

瓦当裏面に溝を掘り、丸瓦をはめ込む印籠継ぎ法と

みられ、支持土が付加される。周縁はケズリが施さ

れ、また瓦当裏面にはナデがみられる。復元径１８．６

㎝、瓦当厚２．３㎝を測る。胎土は砂粒が混るが細か

い。焼成は良。色調は灰色。

１９－９　軒丸瓦G型の

鬼面文軒丸瓦である。

鬼面文の周りには唐草

文が巡る。接合法は瓦

当裏面に丸瓦を置き支

持土で接着する方法と

みられる。周縁におい

て笵端と思われる痕跡

がある。瓦当裏面はナ

デ調整が施される。復

元径は２０．８㎝を測る。

―　３１　―
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胎土は砂粒が混じりるが細かい。焼成は良。色調は

灰色。

２０－１　鉄製品で鍛造の釘釘。縦５．６㎝。断面０．８５

×０．７㎝。

２１ー１　青磁。太宰府編年の龍泉窯青磁碗Ⅳ類。体

部外面はヘラ彫り。体部内面は見込みにスタンプを

押す。高台内と畳付は釉を掻き取り、胎土が赤褐色

に変色している。釉は灰青緑色で滑らか。

２１－２　青磁。大宰府編年同安窯青磁皿Ⅰ２類。外

面は回転ヘラ削りを行い、畳付は釉を掻き取る。見

込みは櫛で稲妻状に施文する。釉は灰オリーブ色。

２１－３　青磁。太宰府編年の越州窯青磁で壺。体部

は高台と一体になって外に開く。高台は浅い削り出

し。体部内外面と底部は回転ヘラ削り。畳付、高台

内まで施釉し、高台内に針支えの痕跡がある。釉は

青緑色で滑らか。

２１－４　白磁。大宰府編年白磁皿 D類。復元口径

９．８㎝。器高２．２５㎝。外面は口縁部付近まで回転ヘ

ラ削りを行い、内面は回転ナデ調整。釉は内面から

外面高台付け根まで施す。色調は灰白色。

２１－５　須恵質土器の擂鉢。体部外面は縦方向にハ

ケ目調整。内面はナデ調整後に７本を単位とする擂

り目を入れる。外面口縁部は黒色に変色。胎土は砂

粒が混じるがやや細かい。焼成は良。色調は灰白色。

２１－６　須恵質土器で擂鉢。体部外面は指押さえの

痕。内面は回転ナデ調整の後、６本を単位とする擂

り目を付ける。胎土は砂粒が多く粗い。焼成は良。

色調は灰色。

２１－７　須恵質土器で擂鉢。体部外面は回転ナデ調

整。内面は斜め上方にハケ目調整をした後、８本を

単位とする擂り目を付ける。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調は灰色。

２１－８　瓦質土器で火鉢。体部内外面は回転ナデ調

整。口唇部下に２本の凸帯を回す。間にスタンプが

あるが、摩滅して不明。胎土は砂粒が混じり、やや

粗い。焼成は甘い。色調にぶい黄橙色。

２１－９　瓦質土器で火鉢の破片。体部内外面は回転

ハケ調整。やや丸みを帯びた器形。胎土は砂粒が混

じりやや粗い。焼成はやや甘い。色調は、内外面は

暗灰色で、胎土はにぶい橙色。

２１－１０　瓦質土器で火鉢。体部内外面は回転ナデ調

整。凸帯を回し、凸帯上方にスタンプを連続して押

す。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はやや甘い。

色調は、内外面は暗灰色で、胎土はにぶい橙色。

２１－１１　凸帯文土器。体部内面は横にハケ目調整。

外面は断面三角の凸帯を２条回す。胎土は砂粒が混

じり、やや粗い。色調は浅黄橙色。

２１－１２　弥生式土器の甕。口縁部は肥厚し、端部は

内外に伸びる。ナデ調整。胎土は砂粒が混じるが、

やや細かい。色調はにぶい黄橙色。

２１－１３　弥生式土器の甕。復元口径３０．２㎝。口縁部

は肥厚し、端部は内外に伸びる。ナデ調整。胎土は

砂粒が混じるが、やや細かい。色調はにぶい黄橙色。

第３節　包含層の遺物

　立願寺大塚遺跡からは遺構以外にも多くの遺物が

出土している。多くは遺構面を覆う包含層から出土

したものであるが、ここでは各調査区ごとに遺物を

紹介する。

１　Ⅰ区の遺物
２２－１　土師器坏。復元口径１２．４㎝。器高３．２５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるが細かい。

色調はにぶい橙色。

２２－２　土師器坏。高台径９．１㎝。底部はヘラ切り

で、低い高台を付ける。内外面とも回転ナデ調整。

見込みは横ナデは摩滅して不明。胎土は砂粒が混じ

るが細かい。色調は灰黄褐色。

２２－３　土師器坏。口径１３．６㎝。器高４．０㎝。底部

はヘラ切り。体部は丸みを持って開く。胎土は砂粒

が混じるが細かい。内外面とも回転ナデ調整。色調

は橙色。

２２－４　土師器坏。復元口径１４．６㎝。器高３．５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が多く混じり、や

や粗い。色調は浅黄橙色。

２２－５　須恵器脚付碗。復元口径１６．３㎝。器高８．８

㎝。底部はヘラ切り。高台はやや高めで、外に開く。

―　３２　―
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胴部は碗型で、口縁部にかけて開き、口唇部で上方

へ伸びる。胴部中位に凸帯を貼り付ける。内外面と

も回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。色調

は浅黄橙色。

２２－６　土師器坏蓋のつまみ。胎土は砂粒が少なく

細かい。色調はにぶい黄橙色。

２２－７　土師器椀。胎土は砂粒が混じるが細かい。

高い高台を付け、内外面とも回転ナデ調整。色調は

にぶい橙色。

２２－８　土師器坏。底径６．１㎝。底部はヘラ切り。

内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるがや

や細かい。色調はにぶい橙色。

２２－９　土師器盤。復元高台径１６．７㎝。内外面とも

回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるが細かい。色調

は浅黄橙色。

２２－１０　土師器甕。復元口径１８．２㎝。口縁部は緩く

外反し、張り出しが小さい。口縁部内外面はナデ調

整。体部内面は斜め上方にヘラ削りを行う。体部外

面の調整は不明。胎土は砂粒が多く混じり粗い。色

調は黒褐色。

２２－１１　土師器甕。復元口径１８．１㎝。器肉が厚い。

口縁部は外折し、ほぼ水平に整える。口縁部内外面

はナデ調整。体部内面はほぼ横方向にヘラ削りを行

う。体部外面の調整は不明。胎土は砂粒が混じり粗

い。色調はにぶい黄橙色。

２２－１２　土師器甕。復元口径１７．０㎝。口縁部は緩く

外反し、張り出しが小さい。口縁部内外面はナデ調

整。体部内面は斜め上方にヘラ削りを行う。体部外

面の調整は不明。胎土は砂粒が混じり粗い。色調は

にぶい赤褐色。

２２－１３　土師器甕。復元口径２２．８㎝。器肉が厚い。

口縁部は緩く外反し、張り出しが小さい。口縁部内

外面はナデ調整。体部内面は斜め上方にヘラ削りを

行う。体部外面の調整は不明。胎土は砂粒が混じり

粗い。色調は橙色。

２２－１４　土師器甕。口縁部は緩く外反し、張り出し

が大きい。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は上

方にヘラ削りを行う。体部外面は縦方向にハケ目調

整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。色調は浅黄

橙色。

２２－１５　土師器甕。復元口径３０．０㎝。口縁部は外折

し、張り出しが小さい。口縁部内外面はナデ調整。

体部内面は上方にヘラ削りを行う。体部外面は縦方

向にハケ目調整。胎土は砂粒が混じり、やや粗い。

色調はにぶい橙色。

２２－１６　土師器甕。復元口径２４．６㎝。口縁部は外折

し、張り出しが小さい。口縁部内外面はナデ調整。

体部内面は上方にヘラ削りを行う。体部外面の調整

は不明。胎土は砂粒が混じり粗い。色調はにぶい赤

褐色。

２３－１　土師器甕。復元口径２１．６㎝。口縁部は外反

し、張り出しが小さい。口縁部内外面はナデ調整。

体部内面は横、斜め上方にヘラ削りを行う。体部外

面の調整は不明。胎土は砂粒が混じり粗い。色調は

にぶい褐色。

２３－２　土師器甑の把手。ナデ調整。胎土は砂粒が

混じるがやや細かい。色調は浅黄橙色。

２３－３　須恵器坏。復元口径１２．４㎝。器高３．１５㎝。

底部はヘラ切り。腰に丸みを持ち、体部は直線的に

開く。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少な

く細かい。焼成は甘く、色調は灰白色。

２３－４　須恵器坏。復元口径１７．０㎝。器高５．４㎝。

底部はヘラ切り。体部は丸みを持って開き、口縁部

で外反する。内外面とも回転ナデ調整で、体部外面

下半はヘラ削りが残る。見込みは数回なでる。胎土

は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は橙色。

２３－５　須恵器坏。復元口径１３．１㎝。器高４．９㎝。

底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、直線的に

開く。内外面とも回転ナデ調整で、体部外面下半は

ヘラ削りが残る。胎土は砂粒が少ないがやや粗い。

焼成は良。色調は灰黄色。

２３－６　須恵器坏。小岱系。復元口径１４．４㎝。腰に

丸みを持ち、体部は直線的に開く。内外面とも回転

ナデ調整で、体部外面下半はヘラ削りが残る。胎土

は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は褐灰色。

２３－７　須恵器坏。小岱系。復元口径１２．６㎝。器高

４．３５㎝。底部はヘラ切り。腰に丸みを持ち、体部は

直線的に開く。高台は底面内側に付き、接地面で外

に開く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回

なでる。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色

―　３４　―
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調は黄灰色。

２３－８　須恵器坏。小岱系。復元口径１３．９㎝。器高

４．４５㎝。底部はヘラ切り。体部は丸みを持って開く。

高台は底面やや内側に付く。高台端部は外に開く。

内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回なでる。

胎土は砂粒が少なく細かい。良く焼き締まり、色調

は灰黄色で、一部赤褐色。

２３－９　須恵器坏。小岱系。復元口径１２．１㎝。器高

５．０㎝。体部は碗型に湾曲する。底部はヘラ切り。

高台は底面内側に付き、高台端部は外に開く。内外

面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。

良く焼き締まる。色調は赤褐色。

２３－１０　須恵器坏。小岱系。復元口径１３．６㎝。器高

４．５５㎝。底部はヘラ切り。腰に丸みを持ち、体部は

直線的に開く。高台は幅広で低く、底面外側に付く。

高台端部は外に開く。内外面とも回転ナデ調整で、

見込みは数回なでる。胎土は砂粒が少なく細かい。

良く焼き締まり、色調はにぶい橙色。

２３－１１　須恵器坏。復元口径１５．０㎝。器高５．４５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。高台

は幅広で低く、底面内側に付く。体部口縁部にかけ

て大きく開く。内外面とも回転ナデ調整で、見込み

は数回なでる。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成

はやや良。色調は灰色。

２３－１２　須恵器坏。小岱系。口径１２．２㎝。器高４．１５

㎝。底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、直線

的に開く。高台は幅広で、底面外側に付く。底部と

体部外面に窯壁の一部が付着する。内外面とも回転

ナデ調整で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が少

なく細かい。焼成は良。色調は暗赤褐色。

２３－１３　須恵器坏。小岱系。復元口径１３．９㎝。器高

４．１５㎝。底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、

直線的に開く。高台は底面内側に付き、高台端部は

外に開く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数

回なでる。胎土は砂粒が混じるが細かい。良く焼き

締まる。色調は灰色。

２３－１４　須恵器坏。小岱系。復元口径１５．５㎝。器高

５．３㎝。体部は腰に丸みを持ち、直線的に開く。底

部はヘラ切り。高台は底面内側に付き、外に開く。

内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回なでる。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調はにぶ

い橙色。

２３－１５　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は細く低い。底面内側に付き外に開く。内外面とも

回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。良く焼

き締まる。色調はにぶい橙色。

２３－１６　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は底面内側に付き、外に開く。内外面とも回転ナデ

調整で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が少なく

細かい。焼成は良。色調は灰色。

２３－１７　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は底面内側に付き、端部が外に開く。内外面とも回

転ナデ調整で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が

少なく細かい。焼成は良。色調は赤褐色。

２３－１８　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付き、高台端部細い。内外面とも回転ナデ調整

で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が混じるが細

かい。良く焼き締まる。色調は灰色。

２３－１９　須恵器坏。胎土は砂粒が少なく細かい。底

部はヘラ切り。高台は底面やや内側に付き、外に開

く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回なで

る。焼成は良。色調は灰黄色。

２３－２０　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付き、高台端部は外に開く。内外面とも回転ナ

デ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は甘い。

色調は浅黄橙色。

２３－２１　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は底面内側に付き。高台端部を外折して接地させる。

内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少ないがや

や粗い。よく焼き締まる。色調は灰褐色。

２３－２２　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は底面内側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見

込みは数回なでる。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は良。色調は褐灰色で、底部から胴部の外面に自

然釉が付着し、伏せ焼きの状況が看取できる。

２４－１　須恵器坏。口径１２．１㎝。器高３．９㎝。小岱

系。底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、直線

的に開く。口縁部は外反する。内外面とも回転ナデ

調整で、体部外面にはヘラ削りの痕が残る。見込み

は数回なでる。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成
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は良。色調は褐灰色。

２４－２　須恵器坏。復元口径１３．８㎝。器高４．０５㎝。

底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、直線的に

開く。口縁部は外反する。内外面とも回転ナデ調整

で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成はやや良。色調は灰白色。

２４－３　須恵器坏。小岱系。口径１２．６㎝。器高３．４５

㎝。底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、直立

する。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回な

でる。胎土は砂粒が少なく細かい。良く焼き締まる。

色調は灰褐色。

２４－４　須恵器坏。小岱系。復元口径１２．８㎝。器高

４．３５㎝。底部はヘラ切り。体部は腰に丸みを持ち、

直線的に開く。高台は底面やや内側に付き、外に開

く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回なで

る。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は

にぶい黄褐色。

２４－５　須恵器坏。底部はヘラ切り。体部は丸みを

持って開く。高台は底面内側に付き、外に開く。内

外面とも回転ナデ調整で、見込みは数回なでる。胎

土は砂粒が少ないが、やや粗い。焼成は良。色調は

黄灰色。

２４－６　須恵器坏。復元口径１２．６㎝。器高３．８㎝。

体部は腰に丸みを持ち、直立する。底部はヘラ切り。

内外面とも回転ナデ調整で、外面底部付近にヘラ削

りの痕跡が残る。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は良。色調は橙色。

２４－７　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面や

や内側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見込み

は数回なでる。胎土は砂粒が少ないが、やや粗い。

良く焼き締まる。色調は暗褐灰色。

２４－８　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付き、接地面は細い。内外面とも回転ナデ調整

で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が混じるが細

かい。良く焼き締まる。色調は暗灰色。

２４－９　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付き、接地面を丸くする。内外面とも回転ナデ

調整で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が混じり、

やや粗い。焼成は良。色調は灰褐色。

２４－１０　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面や

や外側に付き、接地面を平坦にする。内外面とも回

転ナデ調整で、見込みは数回なでる。胎土は砂粒が

混じるが、やや細かい。焼成は甘い。色調は黄褐色。

２４－１１　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は底面やや外側に付き、接地面を平坦にする。内外

面とも回転ナデ調整で、見込みは数回なでる。胎土

は砂粒が少ないが、やや粗い。良く焼き締まり、色

調は暗紫褐色。

２４－１２　須恵器高坏。小岱系。復元口径１５．２㎝。器

高９．３５㎝。胎土は砂粒が混じり、やや粗い。内外面

とも回転ナデ調整。良く焼き締まる。色調はにぶい

赤褐色。

２４－１３　須恵器坏蓋。小岱系。復元口径１９．９㎝。口

縁部の下折点にはヘラによる溝を付ける。内外面と

も回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は甘い。色調は浅黄橙色。

２４－１４　須恵器坏蓋。復元口径２０．８㎝。外面は中心

部にかけて回転ヘラ削り。内面は中心部にかけてヘ

ラによる横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が

少なく細かい。良く焼き締まる。色調は暗灰黄色。

２４－１５　須恵器坏蓋。小岱系。復元口径２０．０㎝。外

面は中心部にかけて回転ヘラ削り。内面は中心部に

かけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少

なく細かい。良く焼き締まる。色調はにぶい黄褐色。

２４－１６　須恵器坏蓋。小岱系。復元口径１８．４㎝。外

面は中心部にかけて回転ヘラ削り。内面は中心部に

かけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少

なく細かい。良く焼き締まる。色調はにぶい黄褐色。

２４－１７　須恵器坏蓋。復元口径１９．３㎝。中心部は欠

損により不明。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少

なく細かい。良く焼き締まる。色調は褐灰色。

２４－１８　須恵器坏蓋。小岱系。復元口径１２．８㎝。器

高２．９５㎝。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り。内

面は中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎

土は砂粒が少なく細かい。良く焼き締まる。色調は

褐灰色。

２４－１９　須恵器坏蓋。復元口径１４．０㎝。体部中位か

ら緩やかに屈曲し、口縁端部で水平になり、受けを

作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り。内面は

中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は

―　３７　―



砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰白色。

２４－２０　須恵器坏蓋。復元口径１４．２㎝。体部は弧を

描いて緩やかに曲がり、口縁端部で水平になり、受

けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り。他

は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。良く

焼き締まる。色調は灰色。

２４－２１　須恵器坏蓋。復元口径１５．２㎝。体部中位か

ら緩やかに屈曲し、口縁端部で水平になり、受けを

作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り。他は回

転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調は灰白色。

２４－２２　須恵器坏蓋。復元口径１４．１㎝。器高２．５㎝。

体部中位から緩やかに曲がり、口縁端部で水平にな

り、受けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削

りを行い、輪状つまみを付ける。内面は中心部にか

けて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少な

くやや細かい。焼成はやや甘い。色調は黄灰色。

２４－２３　須恵器坏蓋。復元口径１５．５㎝。体部中位か

ら緩やかに曲がり、口縁端部で水平になり、受けを

作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り。内面は

中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成は甘い。色調は淡黄色。

２４－２４　須恵器坏蓋。復元口径１４．８㎝。口縁端部は

弧を描いたまま受けを作る。中心部は欠損のため不

明。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は灰色。

２４－２５　須恵器坏蓋。復元口径１６．９㎝。体部は緩や

かに弧を描いて曲がり、口縁端部で水平になり、受

けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを施

し、輪状つまみをつける。内面は中心部にかけて横

ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成は良。色調は暗灰色。

２４－２６　須恵器坏蓋。復元口径１４．４㎝。器高２．７５㎝。

体部中位より緩やか屈曲し、弧を描いたまま受けを

作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを施し、

低い輪状つまみをつける。内面は中心部にかけて横

ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成は良。色調は灰色。

２５－１　須恵器坏蓋。外面は中心部にかけて回転ヘ

ラ削りを施し、低い宝珠状つまみをつける。内面は

中心部にかけて横ナデ。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は浅黄色。

２５－２　須恵器坏蓋。復元口径１４．６㎝。体部中位よ

り緩やか屈曲し、弧を描いたまま受けを作る。外面

は中心部にかけて回転ヘラ削りを施し、つまみをつ

ける。内面は中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ

調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はやや良。

色調はにぶい黄橙色。

２５－３　須恵器坏蓋。復元口径１５．２㎝。体部中位よ

り屈曲し、端部を水平にして受けを作る。外面は中

心部にかけて回転ヘラ削りを施す。内面は中心部に

かけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が混

じるが細かい。焼成は良。色調は灰黄色。

２５－４　須恵器坏蓋。体部中位より緩やか屈曲する。

外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを施し、低い輪

状つまみをつける。内面は中心部にかけて横ナデ。

他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるが細かい。

焼成は甘い。色調は淡橙色。

２５－５　須恵器坏蓋。復元口径１３．９㎝。体部中位よ

り緩やか屈曲し、端部を水平にして受けを作る。外

面は中心部にかけて回転ヘラ削りを施す。内面は中

心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調は暗灰色。

２５－６　須恵器坏蓋。復元口径１８．０㎝。回転ナデ調

整。体部はほぼ平坦。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は淡灰色。

２５－７　須恵器盤。復元口径１８．６㎝。２．９㎝。高台

は底面やや内側に付き、外に開く。見込みは平坦で、

外周を屈曲させ口縁部を作る。内外面とも回転ナデ

調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調

は灰白色。

２５－８　須恵器盤。小岱系。復元口径１８．２㎝。器高

２．８㎝。高台は底面内側に付く。見込みは口縁部に

向けて弧を描き、外周を屈曲させて口縁部を作る。

内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細か

い。良く焼き締まる。色調はにぶい赤褐色。

２５－９　須恵器盤。小岱系。復元口径１８．２㎝。器高

３．０５㎝。高台は底面内側に付く。見込みは口縁部に

向けて弧を描き、外周を屈曲させて口縁部を作る。

内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細か
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い。焼成は甘い。色調は褐灰色。

２５－１０　須恵器盤。復元口径１７．１㎝。器高３．２５㎝。

底部はヘラ切り。高台は底面やや外側に付き、直立

する。見込みは平坦で、外周を屈曲させ口縁部を作

る。口縁部は内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒

が少なく細かい。焼成はやや良。色調は灰白色。

２５－１１　須恵器盤。底部はヘラ切り。高台は底面や

や外側に付き、直立する。見込みは平坦。見込みは

回転ナデ調整のあと、横ナデ３回。胎土は砂粒が少

なく細かい。焼成は甘い。色調はにぶい橙色。

２５－１２　須恵器椀。口径１１．９㎝。器高６０．５㎝。底部

はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。高台は底

面外側に付き、不整形。内外面とも回転ナデ調整で、

外面には指の強い押圧によるロクロ目付く。見込み

は数回なでる。胎土は砂粒が混りやや粗い。焼成は

良。色調は灰色。

２５－１３　須恵器椀。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは数

回なでる。胎土は砂粒が混りやや粗い。焼成はやや

良。色調は灰黄色。

２５－１４　須恵器鉢。口径１５．４㎝。器高７．６㎝。底部

はヘラ切り。体部は丸みを持って開く。内外面とも

回転ナデ調整で、体部外面にはヘラ削りの痕が残る。

見込みは数回なでる。胎土は砂粒が混じるが細かい。

焼成は良。色調は褐灰色。

２５－１５　須恵器鉢。小岱系。体部は開きながら口縁

部で外反する。外面胴部は回転ヘラナデ。口縁部と

内面胴部は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成はやや良。色調はにぶい橙色。

２５－１６　須恵器鉢。復元口径１８．５㎝。内外面とも回

転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調は暗灰色。

２５－１７　須恵器で円筒形の鉢。復元口径１４．２㎝。外

面は上半が回転ヘラナデ、下半がナデ調整。内面は

回転ナデ調整。両面に平行のタタキ痕が残る。胎土

は砂粒が少なく細かい。良く焼き締まる。色調は赤

褐色。

２５－１８　須恵器鉢。復元口径１４．７㎝。器高６．０㎝。

底部はヘラ切り。体部は丸みを持ち、口縁部は内向

する。内外面とも回転ナデ調整で、体部外面にはヘ

ラ削りの痕が残る。胎土は砂粒が混じるが細かい。

良く焼き締まり、内外面に自然釉が付着する。色調

は灰色。

２５－１９　須恵器鉢。底部はヘラ切り。胎土は砂粒が

混じるが細かい。内外面とも底部付近まで回転ナデ

調整を行い、丁寧な作り。見込みは数回なでる。良

く焼き締まる。色調は浅黄色。

２５－２０　須恵器で円筒形の鉢。小岱系。胴部中位に

耳を付ける。接着部付近には沈線を回す。内外面と

も回転ナデ調整で、外面には格子目のタタキ、内面

には同心円の当て具痕が残る。胎土は砂粒が混じる

が細かい。焼成は良。色調は内面が灰白色、外面が

黒褐色。

２５－２１　須恵器甕。復原口径１３．２㎝。口縁部は

「く」の字に屈曲し、張り出しが小さい。口縁部内

外面は回転ナデ調整。体部内面頸部は回転ヘラナデ。

格子目タタキ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は甘い。色調は淡黄色。

２５－２２　須恵器甕。復原口径２３．８㎝。口縁部は直立

しながら立ち上がり、口唇部にかけて外反する。口

縁部内外面は回転ナデ調整。体部内面は同心円の当

て具痕が残る。外面は格子目タタキ調整で、肩部に

自然釉がかかる。胎土は砂粒が少なく細かい。良く

焼き締まる。色調は褐灰色。

２６－１　須恵器壺で頸部の破片。頸部内面はナデ調

整で、体部内面には同心円の当て具痕をナデ消して

いる。外面は回転ナデ調整を行う。肩部に断面方形

の凸帯を付ける。胎土は砂粒が少なくやや細かい。

焼成は良。色調は灰白色。

２６－２　須恵器壺。復元口径１９．３㎝。頸部は外反し、

口縁部は直立させる。屈曲部に二重の凸帯を作る。

内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるがや

や細かい。良く焼き締まる。色調は灰黄色。

２６－３　須恵器壺で肩部の破片。肩部の突端に断面

三角の凸帯を貼り付ける。内外面とも回転ナデ調整。

胎土は砂粒が少なくやや細かい。焼成はやや甘い。

色調はにぶい橙色。

２６－４　須恵器壺で肩部の破片。内外面とも回転ナ

デ調整。胎土は砂粒が少なくやや細かい。焼成は良。

色調は灰褐色。
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２６－５　須恵器壺で肩部の破片。肩部の突端に緩い

断面三角の凸帯を貼り付ける。内外面は回転ナデ調

整。胎土は砂粒が少なくやや細かい。焼成は良。色

調は内面が褐灰色、外面が黒褐色。

２６－６　須恵器壺で口縁部の破片。復元口径１６．９㎝。

口縁部は直立し、口唇部は外反する。屈曲部に凸帯

を付ける。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が

少なく細かい。焼成は甘い。色調はにぶい橙色。

２６－７　須恵器甕で肩部の破片。内面は同心円の当

て具痕を回転ナデ調整で消している。外面は格子目

タタキの後、回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調は灰黄色。

２６－８　須恵器壺の底部。底部はヘラ切り。内面は

同心円状に回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成は良。色調は灰白色。

２６－９　須恵器壺の底部。胎土は砂粒が少なく細か

い。底部はヘラ切り。内面は同心円状に回転ナデ調

整し、自然釉が付着する。焼成は良。色調は灰黄褐

色。

２６－１０　須恵器壺で肩部の破片。肩部突端に断面三

角の凸帯をつける。内外面とも回転ナデ調整。胎土

は砂粒が少なく緻密。焼成は甘い。色調はにぶい黄

橙色。

２６－１１　須恵器壺の底部。底面外端に外反する高台

を付ける。体部、底部内面に同心円の当て具痕を残

し、回転ナデ調整を行う。外面はヘラ削り。胎土は

砂粒が混じりやや細かい。焼成は良。色調は黄灰色。

２６－１２　須恵器壺の底部。円盤状の底部を貼り付け、

内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は砂粒が少な

くやや細かい。焼成はやや甘い。色調は内面がにぶ

い橙色、外面がにぶい褐色。

２６－１３　須恵器壺の口縁部。復元口径１３．２㎝。頸部
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は直立し短い。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂

粒が少なくやや細かい。焼成は良。色調はにぶい黄

橙色で、外面に自然釉が付着する。

２６－１４　須恵器壺。復元胴部最大径９．６㎝。肩部は

大きく屈曲する。内面は肩部にヘラ削りの痕跡があ

る。外面はヘラ削りの後、回転ナデ調整胎土は砂粒

が少なく細かい。良く焼き締まる。色調は暗灰黄色。

２６－１５　須恵器壺で肩部の破片。肩部突端に断面三

角の凸帯をつける。肩部上面にはヘラで２重の圏線

を巡らし、間にクシの刺突痕を連続して入れる。内

外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なくやや細

かい。焼成は良。色調は褐灰色。

２６－１６　須恵器甕で胴部の破片。内面は格子目の当

て具痕、外面は平行タタキの痕跡が残る。胎土は砂

粒が少なくやや細かい。焼成はやや良。色調はにぶ

い黄褐色。

２７－１　須恵器甕で胴部の破片。内面は綾杉状の当

て具痕、外面は格子目タタキの痕跡を残す。胎土は

砂粒が混じるがやや細かい。焼成は良。色調は内面

が暗赤褐色、外面が灰色。

２７－２　須恵器甕で口縁部の破片。複合口縁で、屈

曲部に沈潜を巡らし、凸帯を作り出す。調整は内外

面とも回転ナデ調整で、外面屈曲部下には３条を単

位とする１段の櫛書き波状文を施す。胎土は砂粒が

少なく細かい。焼成は甘い。色調は灰褐色。

２７－３　須恵器甕で口縁部の破片。復元口径２１．９㎝。

単純口縁で、緩く外反する。調整は内外面とも回転

ナデ調整。口縁部内面と外面屈曲部に窯壁の崩落土

付着する。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調は灰白色。

２７－４　須恵器甕で口縁部の破片。複合口縁で、２

段目の屈曲部は緩く、直立しない。調整は内外面と

も回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じりやや粗い。焼

成は甘い。色調は灰赤色。

２７－５　須恵器甕で口縁部の破片。復元口径２０．６㎝。

単純口縁で、緩く外反する。口縁部は内外面とも回

転ナデ調整。体部内面は同心円当て具をナデ消す。

外面は格子目タタキ。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成はやや甘い。色調は内面が暗灰黄色、外面が灰

色。

２７－６　須恵器甕で口縁部の破片。「く」の字に屈

曲し、口縁部付近は内外面とも回転ナデ調整。体部

内面は同心円当て具痕が残り、外面は不明。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成は良。口縁内外面に自然

釉が付着する。色調は灰色。

２７－７　須恵器壺で底部の破片。外面にハケ目の痕

跡があるが、他は摩滅して不明。胎土は砂粒が混じ

るが細かい。焼成はやや甘い。色調は浅黄橙色。

２７－８　須恵器甕で胴部の破片。内面は綾杉状の当

て具痕、外面は同心円と平行の当て具痕が混在する。

外面は格子目タタキ。胎土は砂粒が混じるがやや細

かい。良く焼き締まる。色調は内面が灰、外面が明

赤褐色。

２８－１　鉄鏃で茎。長さ５．６５㎝。断面１．２×０．４５㎝。

２８－２　鉄製鎌。長さ１８．５㎝。断面３．８×０．６㎝。

２９－１　紡錘車。直径５．１５㎝。石材は凝灰岩。

２９－２　磨製石斧。断面６．４×１．６㎝。石材は蛇紋岩。

３０－１　平瓦。凹面に布目の痕跡が残り、凸面に菱

形に変形した格子目タタキが残る。側縁付近に斜め

方向に延びる窪みが見られる。胎土は砂粒が少なく

緻密。焼成は良。色調は胎土が灰白色、表面は黒灰

色。

３０－２　平瓦。狭端面と側面が残る。凹面に布目の

痕跡が残り、凸面に菱形に変形した大きくて粗い格

子目タタキが残る。胎土は砂粒が混じるが細かい。

焼成は良。色調は淡黄灰色。

３０－３　平瓦。凹面に布目の痕跡が残り、側縁付近

には縦方向の削りが残存する。凸面には側縁に平行

する縄目タタキが残る。胎土は砂粒が多く混じり粗

い。焼成は良。色調は淡灰色。

３０－４　平瓦。凸面に縄目タタキが僅かに認められ

るが、糸切り痕は明瞭である。胎土は砂粒が多く混

じり、粗い。焼成やや甘い。色調は淡黄褐色。

３０－５　平瓦。凹面に枠板痕、布目の痕跡が確認で

きる。凸面に大きな格子目タタキが残る。胎土は砂

粒が少ないがやや粗い。焼成は良。色調は淡灰色。

３０－６　平瓦。凹面に布目の痕跡が残り、凸面には

側縁に平行する縄目タタキが残る。胎土は砂粒が少

なく緻密。焼成は甘い。色調は黄白色。

３０－７　平瓦。凹面に布目の痕跡が残り、凸面に縄
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目タタキが残り、ナデが施される。胎土は砂粒が多

く混じり粗い。焼成はやや甘い。色調は淡褐色。

３１－１　平瓦。全体に摩滅して調整がわかりにくい

が、凸面には側縁に平行する縄目タタキを僅かに認

めることができる。胎土は砂粒が混じるが細かい。

焼成は良。色調は胎土が淡灰色、表面が灰褐色。

３１－２　平瓦。広端面、側面が残存する。凹面には

布目の痕跡が残り、枠板痕が確認できる。凸面に菱

形に変形した格子目タタキ、工具痕が残る。側面に

は分割截面・破面が残存する。胎土は砂粒が多く混

じるが細かい。焼成は良。色調は灰白色。

３１－３　平瓦。凹面には糸切り痕と枠板痕が認めら

れ、布目の痕跡が残る。側縁に分割凸線と思われる

痕跡がある。凸面に縄目タタキが残る。側面に分割

截面・破面が残存する。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は灰褐色。

３１－４　平瓦。狭端面、側面が残る。凹面に布目の

痕跡が残り、糸切り痕が残存する。狭端面付近に斜

行する段がみられ、布端部もしくは製作台使用の可

能性を示す。凸面に縄目タタキが残るが、大部分を

ナデ消す。また、指頭痕が多く見られる。胎土は砂

粒が混じり、やや粗い。焼成は良。色調は灰色。

３１－５　丸瓦。凹面に布目の痕跡が残るが、端部に

近い方をヘラによりナデ消す。凸面には平行タタキ

が残る。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色

調は淡灰褐色。

３１－６　丸瓦。凹面に布目の痕跡残り、凸面には平

行タタキが残る。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は良。色調は淡灰褐色。

３２－１　丸瓦。凹面に布綴じ痕が残り、凸面には平

行タタキが残る。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は良。色調は淡黄灰色。

３２－２　丸瓦。凹面に布目の痕跡残り、凸面には平

行タタキが残る。側面に分割截面が残り、破面は一

部に見られる。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成

はやや甘い。色調は淡灰黄色。

３２－３　丸瓦。凹面に布目の痕跡残るが、端部は指

とヘラでナデ消す。凸面には平行タタキが残る。胎

土は砂粒が混じるが細かい。焼成は良。色調は淡灰

褐色。

３２－４　丸瓦。凹面に布目の痕跡残る。また、窪み

が側縁に残り、側面にかけて盛り上がる。凸面は摩

滅により調整不明。胎土は砂粒が混じるが細かい。

焼成はやや甘い。色調は淡黄褐色。

３２－５　丸瓦。凹面に布目の痕跡が残り、端部はヘ

ラ削りにより鋭角に整形する。凸面には平行タタキ

が残る。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色

調は淡灰褐色。

３２－６　丸瓦。凹面に布目の痕跡残り、凸面には縄

目タタキが残る。側面は粘土を重ね、やや雑な作り

である。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成は甘い。

色調は橙褐色。
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３２－７　丸瓦。凹面に布目の痕跡残り、端部はヘラ

削りにより整形する。凸面には平行タタキが残る。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は淡灰

褐色。

３３－１　太宰府編年の同安窯青磁皿Ⅰ２類。見込み

に二叉工具とクシによる施文。釉は淡灰緑色。

３３－２　大宰府編年の龍泉窯青磁碗Ⅱ bcd類。体部

外面はヘラ彫りで蓮弁を象る。釉は淡灰緑色。

３３－３　縄文土器の深鉢。復元口径１５．９㎝。胎土は

砂粒が混じり粗い。内外面ともナデ調整。色調は褐

灰色。

３３－４　縄文土器の深鉢。胎土は砂粒が混じり粗い。

内外面ともナデ調整。色調は橙色。

３３－５　縄文土器の深鉢。胎土は砂粒が混じり粗い。

内外面ともナデ調整。色調は橙色。

３３－６　縄文土器の深鉢。胎土は砂粒が混じり粗い。

内外面ともナデ調整。色調はにぶい黄橙色。

３３－７　縄文土器の深鉢。胎土は砂粒が混じり粗い。

内外面ともナデ調整。色調は黄灰色。

３４－１　石鏃。凹基式二等辺三角形で、石材は黒曜

石。

３４－２　石鏃。凹基式二等辺三角形で、石材は安山

岩。

３５－３　十字形石器。一部欠損をしている。石材は

安山岩。

２　Ⅱ区の遺物

３６－１　土師器台付皿。高い高台を底面外側に貼り

付ける。底部内面には横方向に強い指ナデの痕跡が

残る。底部の内外面にはハケによる回転ナデ調整。

胎土は砂粒が混じり、やや粗い。色調は橙色。

３６－２　土師器甕。口縁部は外反し、張り出しが小

さい。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は上方に
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ヘラ削りを行う。体部外面の調整は不明。胎土は砂

粒が混じり粗い。色調は浅黄橙色。

３６－３　土師器甑。復元口径２９．２㎝。口縁部は緩く

外反。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は横、斜
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め上方にヘラ削りを行う。体部外面は立てにハケ目

の痕跡が残る。胎土は砂粒が混じり粗い。色調は橙

色。

３６－４　須恵器坏。復元口径１３．５㎝。底部はヘラ切

り。体部は口縁部にかけて大きく開く。内外面とも

回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。

焼成はやや甘い。色調は灰白色。

３６－５　須恵器坏。底部はヘラ切り。体部は口縁部

にかけて大きく開く。内外面とも回転ナデ調整。見

込みは数回横ナデ。胎土は砂粒が混じるがやや細か

い。焼成はやや甘い。色調はにぶい黄色。

３６－６　須恵器坏。復元口径１２．６㎝。底部はヘラ切

り。体部は口縁部にかけて大きく開く。内外面とも

回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。

焼成は良。色調は青灰色。

３６－７　須恵器坏。復元口径１２．６㎝。底部はヘラ切

り。体部は口縁部にかけて大きく開く。内外面とも

回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成

は良。色調は灰色。

３６－８　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は外反す

る。内外面とも回転ナデ調整。見込みは数回横ナデ。

胎土は砂粒が混じるがやや細かい。焼成は良。色調

は灰白色。

３６－９　須恵器坏蓋。外面は中心部にかけて回転ヘ

ラ削りを施し、宝珠状のつまみをつける。内面は中

心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。体部中位

より緩やか屈曲する。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は青灰色。

３６－１０　須恵器坏。口径１２．７㎝。底部はヘラ切り。

体部は口縁部にかけて大きく開き、外反する。内外

面とも回転ナデ調整で、見込みを数回軽く横ナデす

る。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。焼成は良。

色調は灰色。

３６－１１　土師器坏。底部はヘラ切り。体部は口縁部

にかけて大きく開く。内外面とも回転ナデ調整。胎

土は砂粒が混じるりやや粗い。色調は橙色。

３６－１２　須恵器壺で底部から胴部の破片。内面は同

心円当て具痕を横ナデで調整する。体部も同心円当

て具痕を横ナデで調整し、底部との接着部には指押

さえの痕跡が残る。外面は底部はきれいな横ナデ調

整。体部は平行タタキの痕が緻密に残る。胎土は砂

粒が少なく細かい。良く焼き締まる。色調は内面が

黄灰色、外面が灰色。

３７－１　須恵器壺で胴部の破片。横に長い耳が付く。

内面は同心円当て具痕、外面は平行タタキの痕が残

る。胎土は砂粒が混じりやや粗い。焼成は良。外面
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には自然釉が付着する。色調は暗灰色。

３７－２　須恵器壺で口縁部の破片。複合口縁で、屈

曲部に凸帯を付ける。内外面とも回転ナデ調整。胎

土は砂粒が混じりやや粗い。焼成はやや甘い。色調

は暗赤灰色。

３７－３　須恵器甕で口縁部の破片。単純口縁で、外

反する。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混

じりやや粗い。焼成は良。口縁内面に自然釉が付着

する。色調はにぶい赤褐色。

３７－４　近世陶器擂鉢で底部の破片。高台は削り出

しで、外面はヘラ削りで面取りをする。内面は櫛目

を密に入れる。胎土は砂粒が少ないがやや粗い。焼

成はやや甘い。色調は胎土がにぶい橙色、表面は暗

赤褐色。

３８－１　使用痕のある剥片。石材は黒曜石。

３　Ⅲ区の遺物
３９－１　土師器坏。復元口径１２．５㎝。器高３．９㎝。

底部はヘラ切り。体部は口縁部にかけて大きく開く。

脚の長い高台が底面外側に付く。内外面とも回転ナ

デ調整で、外面には強い指の押圧によるロクロ目が

つく。胎土は砂粒が少なく細かい。赤彩がしてあり、

高台内や外面底部付近に残る。色調は浅黄橙色。

３９－２　土師器坏。復元口径１３．７㎝。器高３．７㎝。

底部は糸切り。体部は丸みを持ち、口縁部にかけて

大きく開く。内外面とも回転ナデ調整で、見込みは

数回横ナデを施す。胎土は砂粒が混じるが、細かい。

色調はにぶい橙色。

３９－３　土師器坏。復元口径１３．０㎝。器高３．９㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じるり、粗い。

色調はにぶい黄褐色。

３９－４　土師器坏。復元口径１１．７㎝。器高３．７㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じり、粗い。

色調はにぶい橙色。

３９－５　土師器坏。底部はヘラ切り。高台は底面や

や内側に付く。内外面とも回転ナデ調整で、見込み

は数回横ナデを施すく。胎土は砂粒が混じり、やや

粗い。色調は淡黄色。

３９－６　土師器坏。底部はヘラ切り。内外面とも回

転ナデ調整。胎土は砂粒が多く粗い。色調は灰黄褐

色。

３９－７　須恵器坏。復元口径１２．２㎝。器高３．９㎝。

底部はヘラ切り。体部は口縁部にかけて大きく開く。

内外面とも回転ナデ調整で、外面には強い指の押圧

によるロクロ目がつく。胎土は砂粒が混じるが細か

い。色調は灰白色。

３９－８　土師器坏。復元口径１４．０㎝。器高３．４㎝。

底部はヘラ切り後、数回横ナデ。体部は口縁部にか

けて大きく開く。内外面とも回転ナデ調整で、見込

みは数回横ナデを施す。胎土は砂粒が混じるが細か

い。色調は橙色。

３９－９　土師器坏。復元口径１３．４㎝。器高２．４５㎝。

底部はヘラ切り。体部は口縁部にかけて大きく開く。

内外面とも回転ナデ調整で、外面には強い指の押圧

によるロクロ目がつく。胎土は砂粒が多く粗い。色

調は灰黄褐色。

３９－１０　土師器坏蓋。体部は丸みを持ち、端部で下

方へ屈曲する。外面中心部には、宝珠状つまみをつ

けた痕跡が残る。内外面とも回転ナデ調整。胎土は

砂粒が混じるが細かい。赤彩の痕跡が残る。色調は

橙色。

３９－１１　土師器坏蓋。体部は上面は平坦で、中位よ

り屈曲する。外面中心部には、輪状つまみをつける。

外面平坦部は回転ヘラ削り、内面平坦部は横ナデ。

他は内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく

細かい。色調は浅黄橙色。

３９－１２　土師器椀。底部はヘラ切り。やや高い高台

が底面内側に付く。底部には線状の穴を、外側より

意図的に穿っている。内外面とも回転ナデ調整。胎

土は砂粒が混じるが細かい。色調は浅黄橙色。

３９－１３　土師器椀。底部はヘラ切り。高台は底面内

側に付く。内外面とも回転ナデ調整。見込みに数回

横ナデを施す。胎土は砂粒が少なく細かい。赤彩の

痕跡が残る。色調はにぶい橙色。

３９－１４　土師器椀。底部はヘラ切り。やや高い高台

が付く。内外面とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が混

じるが細かい。色調はにぶい黄橙色。

３９－１５　土師器椀。底部はヘラ切り。体部は直線的
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に大きく開く。高台は底面外側に付く。内外面とも

回転ナデ調整。外面は強い指の押圧によりロクロ目

が付く。見込みは数回横ナデを施す。胎土は砂粒が

混じり、やや粗い。色調はにぶい橙色。

３９－１６　土師器椀。底部はヘラ切り。高台が底面や

や内側に付く。内外面とも回転ナデ調整。見込みは

数回横ナデを施す。胎土は砂粒が混じり、やや粗い。

色調は明黄褐色。

３９－１７　土師器椀。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。内外面とも回転ナデ調整。外面は強い指

の押圧でロクロ目が付く。胎土は砂粒が混じり、や

や粗い。色調はにぶい褐色。

３９－１８　黒色土器 A類椀。底部はヘラ切り。高台

が底面内側に付く。外面高台付近はヘラ削り。内面

はヘラ磨き。胎土は砂粒が少なく細かい。色調は浅

黄橙色。

３９－１９　土師器甕。口径２６．０㎝。丸みを帯びた体部

で、口縁部は緩く外折する。口縁部内外面はナデ調

整。体部内面は上方にヘラ削り。体部外面は縦方向

にハケ目調整。胎土は砂粒が混じり、粗い。色調は

にぶい橙色。

３９－２０　土師器甕。直線的な体部で、口縁部は外折

する。口縁部内外面はナデ調整。体部内面は斜め上

方にヘラ削り。体部外面は縦方向にハケ目調整。胎

土は砂粒が混じるが、やや細かい。色調はにぶい黄

橙色。

４０－１　土師器甕。復元口径２６．６㎝。直線的な体部

で、口縁部は外折する。口縁部内外面はナデ調整。

体部内面は斜め上方にヘラ削り。体部外面は縦方向

にハケ目調整。胎土は砂粒が混じるが、やや細かい。

色調はにぶい黄橙色。

４０－２　土師器甕の底部。内外面はナデ調整。胎土

は砂粒が混じり、やや粗い。色調は淡黄橙色。

４０－３　土師器甕の底部。外面底部付近には指押さ

えの痕。他は内外面はナデ調整。胎土は砂粒が混じ

り粗い。色調はにぶい黄橙色。

４０－４　土師器甕の底部。外面底部付近は縦方向に

ナデ調整。胎土は砂粒が混じり、やや粗い。色調は

にぶい黄橙色。

４０－５　土師器甑把手。半円型で粘土紐の幅はほぼ

一定。ナデ調整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。

色調は橙色。

４０－６　土師器甑把手。突起型。指押さえ調整。胎

土は砂粒が混じるがやや細かい。色調はにぶい黄橙

色。

４０－７　土師器甑把手。半円型で粘土紐の幅は狭ま

り、側面観は三角。指押さえ調整。胎土は砂粒が混

じるがやや細かい。色調はにぶい黄橙色。

４０－８　土師器甑把手。突起型。胴部への接着面か

ら観察すると、粘土板を巻いてあることが分かる。

指押さえ調整。胎土は砂粒が混じるがやや細かい。

色調は明赤褐色。

４０－９　須恵器坏。底部はヘラ切り。底部に板目が

付く。内外面は回転ナデ調整。見込みは数回横ナデ。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰色。

４０－１０　須恵器坏。底部はヘラ切り。腰に丸みを持

ち、体部は直線的立ち上がる。内外面は回転ナデ調

整。見込みは数回横ナデ。胎土は砂粒が少なく細か

い。焼成は良。色調は灰白色。

４０－１１　須恵器坏。復元口径１１．８㎝。器高４．９５㎝。

底部はヘラ切り。ヘラ記号が付く。体部は直線的に

開く。内外面は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく

細かい。焼成は良。色調はにぶい黄色。

４０－１２　須恵器坏。小岱系。復元口径１１．４㎝。器高

４．０㎝。底部はヘラ切り。腰は丸みを帯び、体部は

直線的にやや開く。高台は底面やや内側に付く。内

外面は回転ナデ調整で、見込みに横ナデはしない。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はやや良。色調は

暗茶褐色。

４０－１３　須恵器坏。復元口径１３．２㎝。器高４．５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。高台は底面

のやや外側に付く。内外面は回転ナデ調整で、見込

みは数回横ナデを施す。胎土は砂粒が混じるが細か

い。焼成は良。色調は灰白色。

４０－１４　須恵器坏。復元口径１４．６㎝。器高４．８㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。高台はやや

外側に付く。内外面は回転ナデ調整で、見込みは数

回横ナデを施す。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成

は良。色調は灰褐色。

４０－１５　須恵器坏。小岱系。口径１２．８㎝。器高４．８
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㎝。底部はヘラ切り。体部は丸みを帯び、口縁部付

近に沈線を巡らす。高台は底面内側に付く。内外面

は回転ナデ調整で、見込みは横ナデをしない。胎土

は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は外面が明

青灰色、内面は鈍い橙色。

４０－１６　須恵器坏。復元口径１９．０㎝。器高７．０５㎝。

底部はヘラ切り。腰に丸みを帯び、体部は直線的に

開きながら口縁部は外反する。高台は底面やや外側

に付く。内外面は回転ナデ調整で、見込みは横ナデ

をしない。胎土は砂粒が少なく細かい。色調は灰黄

色。

４０－１７　須恵器坏。復元口径１１．０㎝。器高４．７㎝。

体部はやや丸みを帯びて開き、口縁部に把手を付け

る。内外面は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調はにぶい橙色。

４０－１８　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。高台

は底面やや内側に付く。外面腰は回転ヘラ削りで、

見込みは横ナデを数回施す。胎土は砂粒が混じるが

細かい。焼成は良。色調はにぶい赤褐色。

４０－１９　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。見込みは横ナデを数回施す。胎土は砂粒

が混じるが細かい。焼成は良。色調は灰黄色。

４１－１　須恵器坏。底部はヘラ切り。高台は底面外

側に付く。見込みは数回横ナデを施す。胎土は砂粒

が少なく細かい。焼成は良。色調はオリーブ灰色。

４１－２　須恵器坏。底部はヘラ切り。腰に丸みを帯

び、体部は直線的でやや直立気味。高台は底面内側

に付く。外面腰は回転ヘラ削りで、他は内外面とも

回転ナデ調整。見込みは数回横ナデ施す。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調は黄灰色。

４１－３　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。腰に

丸みを帯び、体部は直線的に開く。高台は底面やや

内側に付き、畳付で外につまみ上げる。内外面は回

転ナデ調整で、見込みは軽く横ナデする。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調はにぶい赤褐色。

４１－４　須恵器坏。小岱系。底部はヘラ切り。体部

は直線的に開く。高台はヘラ整形による浅い削り出

しで、底面外側に付く。腰の部分は回転ヘラ削りで、

他は内外面とも回転ナデ調整。見込みは丹念に横ナ

デを施す。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調はにぶい赤褐色。

４１－５　須恵器坏。復元口径１６．３㎝。器高４．８㎝。

底部はヘラ切り。腰に丸みを帯び、体部はやや直立

気味に開く。高台は底面外側に付き、端部を外につ

まみ出す。外面腰はヘラ削りで、他は内外面とも回

転ナデ調整。見込みは丹念に横ナデを施す。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰白色。

４１－６　須恵器坏。復元口径１２．６㎝。器高３．８㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面は回転ナデ調整で、外面には強い指の押圧による

ロクロ目が付く。見込みは数回横ナデ施し、底部に

は板目が付く。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は

良。色調は黄灰色。

４１－７　須恵器坏。復元口径１１．６㎝。器高５．０㎝。

底部はヘラ切り。腰に丸みを帯び、体部はやや直立

気味に開く。内外面は回転ナデ調整で、内外面には

強い指の押圧によるロクロ目が付く。見込みは横ナ

デをしない。底部にはヘラ記号が付く。胎土は砂粒

が少なく細かい。焼成は良。色調はにぶい褐色。

４１－８　須恵器坏。復元口径１２．０㎝。器高３．５㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面は回転ナデ調整で、見込みは数回横ナデを施す。

胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成は良。色調は灰

白色。

４１－９　須恵器坏。底部はヘラ切り。体部は丸みを

持って開く。外面底部付近はヘラ削りで、他は内外

面とも回転ナデ調整。見込みは数回横ナデを施す。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はやや甘い。色調

はにぶい赤褐色。

４１－１０　須恵器坏。復元口径１２．６㎝。器高２．７㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外

面は回転ナデ調整で、外面には指の強い押圧による

ロクロ目が付く。見込みは軽く数回横ナデを行う。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は褐灰

色。

４１－１１　須恵器坏。小岱系。復元口径１２．２㎝。器高

４．７㎝。底部はヘラ切り。体部は丸みを持ち立ち上

がる。外面底部付近はヘラ削り。内外面は回転ナデ

調整で、見込みは横ナデをしない。胎土は砂粒が少

なく細かい。焼成はやや甘い。色調は外面が灰黄色、
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内面は橙色。

４１－１２　須恵器坏。復元口径１３．３㎝。器高３．７㎝。

底部はヘラ切り。体部は緩やかな弧を描いて開き、

口縁部は外反する。外面底部付近は回転ヘラ削りで、

他の内外面は回転ナデ調整。見込みは丹念に横ナデ

を施す。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色

調は灰白色。

４１－１３　須恵器坏。復元口径１２．６㎝。器高３．３㎝。

底部はヘラ切り。体部は緩やかな弧を描いて開く。

外面底部付近は回転ヘラ削りで、他の内外面は回転

ナデ調整。見込みは丹念に横ナデを施す。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰色。

４１－１４　須恵器高坏の脚部。小岱系。脚部は外下方

に「ハ」の字状に開き、接地面は下垂する。内外面

とも回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は良。脚部に自然釉が付着する。色調はにぶい黄

褐色。

４１－１５　須恵器皿。口径１２．２㎝。器高２．１㎝。底部

はヘラ切り。体部は直線的に大きく開く。内外面と

も回転ナデ調整で、見込み及び底部は軽く横ナデを

施す。胎土は砂粒混じり粗い。焼成はやや良。色調

は灰白色。

４１－１６　須恵器坏蓋。復元口径１５．８㎝。体部中位か

ら緩やかに曲がり、口縁端部で水平になり、受けを

作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを行い、

中心部に宝珠状つまみを付けた痕跡がある。内面は

中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は

砂粒が少なくやや細かい。焼成は良。色調はにぶい

赤褐色。

４１－１７　須恵器盤。復元口径１６．９㎝。器高３．９㎝。

底部はヘラ切り。口縁部は直立する。高台は内側に

付く。外面底部付近はヘラ削りで、他は内外面とも

回転ナデ調整。見込みは数回丁寧に横ナデを施す。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調はにぶ

い褐色。

４１－１８　須恵器坏蓋。復元口径１４．４㎝。器高２．６㎝。

体部中位から緩やかに曲がり、口縁部で下垂して受

けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを行

い、中心部に輪状つまみを付ける。内面は中心部に

かけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少

なくやや細かい。焼成は良。色調は灰白色。

４１－１９　須恵器坏蓋。復元口径１６．０㎝。器高４．０㎝。

体部中位から緩やかに曲がり、口縁端部で水平にな

り、浅い受けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘ

ラ削りを行い、中心部に輪状つまみを付ける。内面

は中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土

は砂粒が少なくやや細かい。焼成はやや良。色調は

暗紫灰色。

４１－２０　須恵器坏蓋。復元口径１４．７㎝。器高３．１㎝。

体部中位から緩やかに曲がり口縁部で下垂し受けを

作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを行い、

中心部に扁平宝珠状つまみを付ける。内面は中心部

にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が

少なく細かい。焼成は良。色調は褐色。

４１－２１　須恵器坏蓋。小岱系。復元口径１６．７㎝。器

高３．３㎝。体部上位から曲がり、口縁端部で水平に

なり、浅い受けを作る。外面は中心部にかけて回転

ヘラ削りを行い、中心部に輪状つまみを付ける。内

面は中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整で、

外面は強い指の押圧によるロクロ目が付く。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰黄褐色。

４１－２２　須恵器坏蓋。小岱系。体部は口辺部より弧

を描いて曲がる。外面は中心部にかけて回転ヘラ削

りを行い、中心部に扁平宝珠状つまみを付ける。内

面は中心部にかけて横ナデ。他は回転ナデ調整。胎

土は砂粒が混じるが細かい。焼成は良。上面に窯壁

の崩落による砂が付着する。色調はにぶい黄褐色。

４１－２３　須恵器坏蓋。復元口径１８．４㎝。体部中位か

ら曲がり、口縁端部で水平になり、浅い受けを作る。

口縁部上面には沈線を巡らす。外面は中心部にかけ

て回転ヘラ削りを行う。内面は中心部にかけて横ナ

デ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は青灰色。

４２－１　須恵器坏蓋。復元口径１３．０㎝。器高２．２㎝。

体部中位から曲がり、緩い弧を描いて口縁端部で浅

い受けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り

を行い、中心部に扁平宝珠状つまみを付ける。内面

は軽い横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少

なく細かい。焼成は良。色調は灰黄色。

４２－２　須恵器坏蓋。復元口径１６．８㎝。焼成時にか
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なり歪んでいるが、整形は体部中位から曲げ、緩い

弧を描いて口縁部は水平にし、口縁端部で浅い受け

を作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを行い、

中心部に扁平宝珠状つまみを付ける。内面は中心部

にかけて横ナデ。胎土は砂粒が混じるが細かい。焼

成は良で、内面約半分に自然釉が付着する。色調は

灰白色。

４２－３　須恵器坏蓋。体部上面は緩い弧を描く。外

面は中心部にかけて回転ヘラ削りを行い、中心部に

輪状つまみを付ける。内面は中心部にかけて横ナデ。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調はにぶ

い黄褐色。

４２－４　須恵器坏蓋。復元口径１３．８㎝。器高２．８㎝。

体部中位から曲がり、緩い弧を描いて口縁端部で浅

い受けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り

を行い、中心部に扁平宝珠状つまみを付ける。内面

中心部はランダムな横ナデ。他は回転ナデ。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰黄色。

４２－５　須恵器坏蓋。小岱系。体部上位から緩やか

な弧を描く。外面は中心部にかけて回転ヘラ削りを

行い、中心部に輪状つまみを付ける。内面中心部は

横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調はにぶい橙色。

４２－６　須恵器坏蓋。体部上面は窪み、屈曲点は上

面に盛り上がる。外面は中心部にかけて回転ヘラ削

りを行い、中心部に輪状つまみを付ける。内面中心

部は横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が混じ

るが細かい。焼成は良。上面に自然釉がかかる。色

調はにぶい褐色。

４２－７　須恵器坏蓋。復元口径１５．９㎝。器高２．２㎝。

上面中心部は窪み、屈曲が弱くやや扁平で口縁部は

水平にし、浅い受けを作る。外面は中心部にかけて

回転ヘラ削りを行い、中心部に輪状つまみを付ける。

内面は広く横ナデを行う。他は回転ナデ調整。胎土

は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は黄褐色。

４２－８　須恵器坏蓋。復元口径１１．８㎝。器高１．９㎝。

体部中位から曲がり、直線的に口縁端部に至り、浅

い受けを作る。外面は中心部にかけて回転ヘラ削り

を行い、中心部に扁平宝珠状つまみを付ける。内面

は軽い横ナデ。他は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少

なく細かい。焼成は甘い。色調は外面が褐灰色で、

内面が橙色。

４２－９　須恵器椀。底部はヘラ切り。体部は直線的

に開く。高台は底面外側に付く。内外面は回転ナデ

調整で、外面には強い指の押圧によるロクロ目が付

く。底部には墨書があり、「八少領」と読める。胎

土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰白色。

４２－１０　須恵器椀。復元口径１３．３㎝。器高６．０㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開き、口縁部でや

や外反する。高台は底面外側に付く。内外面は回転

ナデ調整で、外面には強い指の押圧によるロクロ目

が付く。胎土は砂粒が混じり、やや粗い。焼成は良。

色調は灰白色。

４２－１１　須恵器皿。口径１２．２㎝。器高２．３㎝。底部

はヘラ切りで、その後ハケによりナデ消す。体部は

直線的に大きく開く。内外面は回転ナデ調整で、外

面には強い指の押圧によるロクロ目が付く。見込み

は数回横ナデを施す。胎土は砂粒が混じり、やや粗

い。焼成は良。色調は灰色。

４２－１２　須恵器盤。復元口径１６．５㎝。器高２．８５㎝。

底部はヘラ切りで、後、横ナデを施す。体部は直線

的に大きく開き、口縁部でやや外反する。高台は底

面外側に付く。内外面は回転ナデ調整。見込みは丹

念な横ナデを施す。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は良。色調は灰白色。

４２－１３　須恵器鉢。復元口径１５．４㎝。器高７．５６㎝。

底部はヘラ切り。体部はやや内湾しながら口縁部で

やや外反する。外面は底部から体部中位まで回転ヘ

ラ削りで、他は内外面とも回転ナデ調整。見込みは

数回横ナデを施す。胎土は砂粒が混じるがやや細か

い。焼成は良。色調は灰褐色。

４２－１４　須恵器盤。復元口径１８．６㎝。器高２．１㎝。

底部はヘラ切り。体部は直線的に開く。内外面は回

転ナデ調整で、見込みは中心部のみ横ナデを施す。

胎土は砂粒が混じり、やや粗い。焼成は良。色調は

暗緑灰色。

４２－１５　須恵器鉢。復元口径４１．２㎝。体部はやや内

湾しながら開き、口辺部には作り出しによる凸帯が

一条巡る。内面は同心円文当て具痕が残り、外面は

格子目タタキ。内面の凹線部下にはハケ目が２条ほ
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ど周り、当て具痕を消す。口縁部は内外面とも回転

ナデ調整で消しているが、当て具痕、タタキ目が若

干残る。胎土は砂粒が混じるが、やや細かい。焼成

は良。色調は灰色。

４２－１６　須恵器壺。平底で体部は丸みを持ち、胴部

の最大径は上位にある。体部内面はヘラ削りにより

当て具痕を消している。外面は平行タタキ痕が残る

が、底部付近は回転ヘラ削り、上位は回転ナデ調整

で消している。底部は内面に同心円文の当て具痕残

り、外面は丁寧なナデ調整を行っている。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成は甘く、色調は黄灰色。

４２－１７　須恵器鉢。復元口径１８．６㎝。体部は直立気

味にやや内湾する。口縁部は端部を平坦にして外側

につまみ出す。内面は同心円文当て具痕の上より回

転ヘラ削りを施す。外面は平行タタキの後、回転ハ

ケ目調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。

色調は黄灰色。

４３－１　須恵器甕口縁部の破片。復元口径３９．３㎝。

複合口縁を持ち、屈曲部には明確な稜を持つ。口縁

端部は平坦でわずかに内傾する。外面は縦方向にカ

キメ調整の後、回転ナデ調整を行う。内面も回転ナ

デ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色

調は外面がにぶい赤褐色、内面は褐灰色。

４３－２　須恵器甕口縁部の破片。複合口縁を持ち、

屈曲部には明確な稜を持たない。口縁端部は平坦で

わずかに内傾する。屈曲部下にはヘラによる波状文

を巡らす。内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成はやや甘い。色調は黄灰

色。

４３－３　須恵器甕口縁部の破片。複合口縁を持ち、

屈曲部にはヘラによる圏線を巡らす。口縁端部は平

坦で内傾する。屈曲部下にはヘラによる波状文を巡

らす。内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は砂粒

が少なく細かい。焼成はやや良。色調はにぶい赤褐

色。

４３－４　須恵器甕口縁部の破片。複合口縁を持ち、

屈曲部には２条の稜を持つ。口縁端部は平坦で内傾

する。屈曲部下には３本を単位とする櫛描き波状文

を巡らす。内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は

砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は褐灰色。

４３－５　須恵器甕口縁部の破片。複合口縁を持ち、

屈曲部には明確な稜を持たない。口縁端部は平坦。

屈曲部下には３本を単位とする櫛描き波状文を巡ら

す。内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は砂粒が

少なく細かい。焼成はやや甘い。色調は灰黄色。

４３－６　須恵器甕口縁部の破片。複合口縁を持ち、

屈曲部には明確な稜を持つ。口縁端部は平坦でわず

かに内傾する。屈曲部下にはヘラによる波状文を巡

らす。内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は砂粒

が少なく細かい。良く焼き締まる。色調は内面がに

ぶい黄灰色、外面が黒褐色。

４３－７　須恵器甕口縁部の破片。複合口縁を持ち、

屈曲部には明確な稜を持たない。口縁端部は平坦で

内傾する。屈曲部下にはヘラによる波状文を巡らす。

内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土は砂粒が少な

く細かい。焼成はやや甘い。色調は灰黄褐色。

４３－８　須恵器甕口縁部の破片。外面には３本を単

位とする櫛描き波状文を巡らす。内外面とも回転ナ

デ調整を行う。胎土は砂粒が少なく細かい。良く焼

き締まる。色調は内面がにぶい黄色、外面が黒褐色。

４３－９　須恵器甕口縁部の破片。外面には６本を単

位とする櫛描き波状文を巡らす。内外面とも回転ナ

デ調整を行う。胎土は砂粒が少なく細かい。良く焼

き締まる。色調は内面がにぶい黄橙色、外面が黒褐

色。

４３－１０　須恵器甕口縁部の破片。外面にはヘラによ

る圏線と波状文を巡らす。内面は回転カキメ調整。

外面は回転ナデ調整を行う。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調は内面がにぶい黄褐色、外面

が赤褐色。

４３－１１　須恵器甕口縁部の破片。単純口縁を持

「く」の字に屈曲し、口縁部外面に面を持つ。口縁

部は内外面とも回転ナデ調整。体部内面は屈曲部付

近に縦方向ヘラ削り。外面は３本の節のある平行タ

タキ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調

はにぶい赤褐色。

４３－１２　須恵器壺底部の破片。底部は平坦で、胴部

は直線的に立ち上がる。調整は外面底部付近に回転

ヘラ削り。内面はナデ。胎土は砂粒が混じるが、や

や細かい。色調は内面が橙色、外面が灰色。

―　６２　―
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４３－１３　須恵器壺底部の破片。底部は平坦で、胴部

は内湾しながら立ち上がる。調整は外面底部付近に

回転ヘラ削り。内面はナデ。胎土は砂粒が少なく細

かい。色調は暗灰黄色。

４３－１４　須恵器盤の破片。底面端部よりやや内側に

高台をつける。胎土は砂粒が少なく細かい。色調は

灰色。

４３－１５　須恵器壺底部の破片。小岱系。底面外側に

外傾した高台を付ける。胴部は内湾しながら立ち上

がる。調整は外面底部付近に回転ヘラ削りで、上部

は回転ナデ調整。内面は回転ナデ調整。胎土は砂粒

が混じるが細かい。色調は内面が灰色、外面が暗赤

褐色。

４３－１６　須恵器壺底部の破片。底面外側に外傾した

高台を付ける。胴部は内湾しながら立ち上がり、内

折して肩部を作る。外面の肩部から底部は回転ヘラ

削り。内面は回転ナデ調整。胎土は砂粒が少なく細

かい。底部内面及び肩部に自然釉がかかる。色調は

内面が灰白色。

４３－１７　須恵器甕胴部の破片。内面は平行及び同心

円当て具。同心円当て具は中心に「十」の字がある。

外面は格子目タタキ。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は甘い。色調は橙色。

４３－１８　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「十」の字がある。外面は格子目タタキ。

良くタタキ締め、器肉が薄い。胎土は砂粒が少なく

細かい。焼成は良。色調は灰黄色。

４３－１９　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心は菊花型。外面は格子目タタキ。胎土は砂粒

が少なく細かい。焼成は甘い。色調はにぶい赤褐色。

４３－２０　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「十」の字がある。外面は格子目タタキ。

良くタタキ締め、器肉が薄い。胎土は砂粒が少なく

細かい。焼成は良。色調は灰黄色。

４４－１　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「米」の字がある。外面は格子目タタキ。

良くタタキ締め、器肉が薄い。胎土は砂粒が少なく

細かい。焼成は良。色調は内面がにぶい黄褐色、外

面が鈍い赤褐色。

４４－２　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「十」の字がある。外面は２本の節のある

平行タタキ。胎土は砂粒が少なく細かい。焼成はや

や良。色調は内面が橙色、外面が灰黄褐色。

４４－３　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「十」の字がある。外面は格子目タタキ。

胎土は砂粒が混じるが細かい。焼成は良。色調は暗

灰黄色。

４４－４　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「十」の字がある。外面は平行タタキ。胎

土は砂粒が混じるが細かい。焼成はやや良。色調は

内面がにぶい赤褐色、外面が灰黄褐色。

４４－５　須恵器甕胴部の破片。内面は大きな同心円

当て具で中心に「十」の字がある。外面は格子目タ

タキ。良くタタキ締められ、器肉が薄い。胎土は砂

粒が少なく細かい。焼成はやや良。色調は内面がに

ぶい赤褐色、外面が灰黄褐色。

４４－６　須恵器甕胴部の破片。内面は同心円当て具

で中心に「十」の字がある。外面は平行タタキ。胎

土は砂粒が混じるが細かい。焼成はやや良。色調は

内面が橙色、外面が灰黄褐色。

４４－７　須恵器横瓶。丸みを帯びた、卵形の器形。

内面は同心円当て具痕、外面は格子目タタキ。胎土

は砂粒が少なく細かい。焼成は甘い。色調はにぶい

黄橙色。

４４－８　須恵器鉢。復元口径７７．０㎝。体部は丸みを

持ちながら大きく開き、口縁部との移行部にナデに

よる断面三角の稜を持つ。体部は内面が同心円当て

具、外面が格子目タタキ。内面の口縁部移行部はハ

ケ目で当て具痕をナデ消す。口縁部付近は内外面と

も回転ナデ調整であるが、内面には同心円当て具、

外面には格子目タタキの痕跡がそれぞれ残る。胎土

は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰色。

４５－１　紡錘車。直径６．２㎝。須恵質で焼成されて

いる。整形はナデ調整で、片面の内面が窪む。

４５－２　須恵器盤の底部を転用した転用硯。見込み

部分を硯として利用し、滑かに変化している。高台

内には「大」の字のヘラ描き文字がある。

４５－３　風字硯。縦１２．７㎝で方形。中央部の堤に

よって２分割され、海陸の境はない。底部に乳状の

短脚を２個付けた痕跡がある。
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４６－１　鉄鏃。縦６．２㎝。最大幅３．５５㎝。

茎の部分が欠損する。

４６－２　鉄鏃。縦６．５㎝。最大幅３．８㎝。茎の部分が

欠損する。

４６－３　鉄鏃で茎。縦２．７５㎝。幅０．５㎝。

４６－４　鉄鏃で茎。縦３．５㎝。幅０．８㎝。

４６－５　鉄鎌の破片。横４．９５㎝。幅３．４５㎝。

４６－６　鉄鎌の破片。横７．２㎝。幅２．６㎝。

４６－７　鉄釘。縦２．７㎝。幅０．５５㎝。

４６－８　不明鉄製品。L字型に屈曲する。直径０．７５

㎝。

４６－９　釶。縦１０．８５㎝。幅１．４㎝。

４６－１０　釶。縦５．９５㎝。幅１．２㎝。

４６－１１　釶。縦４．３㎝。幅０．９㎝。

４７－１　平瓦。凹面に布目と枠板痕が残り、凸面に

菱形に変形した格子目タタキが残る。左側縁部付近

に布が乱れる窪みがあり、側面には分割截線・破面

を見ることができる。胎土は砂粒が混じるが細かい。

焼成は良。色調は淡灰色。

４７－２　軒平瓦で瓦当部は唐草文で心飾より左の部

分である。軒平瓦 D型の偏行唐草文で内区を二重

の隆起線で囲み、外区に線鋸歯文を施す。顎部はナ

デ調整が残存する。凸面には側縁に平行する縄目タ

タキが残る。側面の角度はかなり斜行する。胎土は

砂粒が混じるが細かい。焼成は良。色調は灰白色。

４７－３　軒平瓦 D型。瓦当部は唐草文で心飾より

右の部分である。界線は二重で、下外区と脇区には

線鋸歯文が付く。凹面はナデ調整で布目を消す。凸

面に縦方向に縄目タタキが残り、瓦当部の顎の部分

には横方向に縄目タタキの痕跡が残る。胎土は砂粒

が少なく細かい。焼成は良。色調は外面が暗灰色で、

胎土は淡灰色。

４８－１　軒平瓦 D型。瓦当部は全て残存する。偏

行唐草文。界線は二重で、下外区と脇区には線鋸歯

文が付く。凹面は糸切り痕は見られるが、枠板痕は

認められない。凸面側面平行する縄目タタキが残り、

―　６６　―
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瓦当部の顎の部分には横方向に縄目タタキの痕跡が

残る。顎部の縁において一条の縄目が認められる。

右側面に二辺の面取りがなされる。右脇区は面取り

によって切断され、左上外区の鋸歯文は見られず笵

まで瓦当面が及ばない。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は外面が暗灰色で、胎土は暗灰色。

４８－２　丸瓦。凹面に布目の痕跡が残り、凸面にナ

デ調整でタタキを消す。胎土は砂粒が混じるが細か

い。焼成は甘い。色調は黄白色。

４８－３　軒平瓦 D型。瓦当部は唐草文で心飾より

右の部分である。界線は二重で、下外区と脇区には

線鋸歯文が付く。凹面はナデ調整で布目を消す。凸

面に縦方向に縄目タタキが残り、瓦当部の顎の部分

はナデ調整を行う。胎土は砂粒が少なく細かい。焼

成は良。色調は灰白色。

４８－４　軒丸瓦G型の鬼面文軒丸瓦。鬼面文の周り

には唐草文が巡る。接合方法は瓦当裏面に丸瓦を置

き、支持土で接着する方法と思われる。周縁におい

て枷型と笵型の重ね目と思われる痕跡がある。瓦当

裏面はナデ調整が施される。胎土は砂粒が少なく細

かい。焼成は良。色調は灰白色。

４９－１　大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ－２類。体

部外面はヘラ削りを行い、内面見込みにはヘラ描き

で施文する。釉調は灰オリーブ色。

４９－２　大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ－４類。体

部外面はヘラ削りを行い、内面には２叉工具で縦に

施文する。釉調は灰オリーブ色。

４９－３　大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ－２類。体

部外面はヘラ削りを行い、３叉工具で蓮華文を描く。

釉調はオリーブ灰色。

４９－４　大宰府編年の白磁碗Ⅴ－１類。口縁部は直

に引き上げる。体部外面はヘラ削りを行い、内外面

無文。釉調は灰白色。

４９－５　大宰府編年の越州窯系青磁碗Ⅰ－２類。胴

部は内湾し、高台はやや細く、断面方形を為す。体

部外面はヘラ削りを行う。釉は全面に施し、畳付き

を掻き取る。釉調は灰オリーブ色。

４９－６　大宰府編年の同安窯系青磁皿Ⅰ－２類。体

部外面はヘラ削りを行い、見込みに櫛と２叉工具で

施文する。釉は畳付を掻き取る。釉調は淡灰緑色。

４９－７　瓦器椀。丸みを帯びた器形で、体部外面は

ヘラ削り。底面内側に高台を貼り付けた痕跡がある。

内面は丁寧なナデ調整。胎土は砂粒が少なく細かい。

焼成は良。色調は灰白色。

４９－８　瓦器椀。丸みを帯びた器形で、口縁部は直

に立ち上がる。体部外面は上位までヘラ削り。口縁

部付近はヘラ磨きを施す。底面内側に内面に貼り付

け、足の長い高台を付ける。内面は丁寧なナデ調整。

胎土は砂粒が少なく細かい。焼成は良。色調は灰白

色。

４９－９　瓦質土器の方形火鉢。直線的な体部で口縁

部は平坦にし、外に張り出す。外面はナデ調整。内

面は横方向にハケ目調整。胎土は砂粒がまじり粗い。

焼成は甘い。色調は褐灰色。

４９－１０　埴輪。直線的な器形で、端部は平坦にする。

内面は横方向にハケ目調整した後、ナデ調整。外面

は縦方向にハケ目調整。胎土は砂粒がまじり粗い。

色調はにぶい黄橙色。

４９－１１　縄文深鉢の口縁部の破片。口縁部は肥厚し、

上面を水平にする。外につまみ出した端部は刻み目

を連続して入れる。内外面ともナデ調整。胎土は砂

粒がまじり粗い。色調はにぶい黄色。

４９－１２　縄文深鉢の口縁部の胴部。阿高式。胴部外

面に太い凹線引く。内外面ともナデ調整で、外面は

特に滑らか。胎土には滑石粒が混じり、やや細かい。

色調はにぶい黄橙色。

４９－１３　縄文深鉢。口縁部は外折し、上面を水平に

する。上面にはヘラによる刻み目を連続して入れる。

内外面ともナデ調整。胎土は砂粒が多く粗い。色調

はにぶい黄橙色。

５０－１　滑石製石鍋の２次加工品で、径約１５．６㎝。

厚み２．２㎝。楕円形に加工し、内面端部を水平にす

る。外面は煤が付着し、のみ削りによる加工痕があ

る。

５１－１　石鏃で、片方の端部が欠損しているが、長

さ１．５㎝。幅１．０㎝。石材は黒曜石。

５１－２　横型の石匙。縦４．８５㎝。横５．７５㎝。石材は

安山岩。
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「新・熊本の歴史」編集委員会編　１９７９　『新・熊本の歴史２古代（下）』　熊本日日新聞社

工藤敬一・平野敏也　１９９７　『図説　熊本県の歴史』　河出書房新社

工藤敬一他　１９９９　『熊本県の歴史』　山川出版社

中世土器研究会編　１９９５　『概説中世の土器・陶磁器』　真陽社

広瀬正照　１９８７　『肥後古代寺院と瓦』」広瀬正照遺稿集刊行会

平川　南　１９９１　「墨書土器とその字形」　『国立歴史民族博物館研究報告』第３５集

山本信夫　１９９０　「統計上の土器」　『九州上代文化論集』乙益重隆先生古希記念論文集

中島恒次郎　１９９２　「奈良・平安土器の移り変わり」　『大宰府市史　考古資料編』

網田龍生　１９９４　「奈良時代　肥後の土器」　『先史学・考古学論究』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本大学文学部考古学研究室創設２０周年論文集

網田龍生　１９９４　「肥後における回転台土師器の成立と展開」　『中近世土器の基礎研究Ⅹ』

佐原　真　１９７２　「平瓦桶巻き作り」『考古学雑誌５８－２』日本考古学会

上原正人　１９８４　「瓦の見方」『富山市考古資料館紀要３』

松本雅明　１９８７　「肥後国府と古代寺院址の研究」弘生書店

栗原和彦　１９９０　「九州における平瓦一枚作り」『九州歴史資料館研究論集１６』九州歴史資料館普及会

鶴嶋俊彦　１９９１　「肥後における歴史時代研究の現状と課題」『肥後考古学第８号』肥後考古学会

大脇　潔　１９９１　「研究ノート　丸瓦の製作技術」『研究論集Ⅸ』奈良国立文化財研究所

金田一精　１９９７　「文様・技法からみた肥後の古瓦」『肥後考古第１０号』肥後考古学会
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にぶい黄橙～橙　橙（７．００）０．６０（１．６５）SKⅠ２坏土師器Ⅰ１２－０１

灰褐　にぶい黄橙～灰黄褐（１．７０）SKⅠ２坏須恵器Ⅰ１２－０２

灰白～にぶい黄橙　灰白（７．００）０．８０（２．２５）SKⅠ２坏須恵器Ⅰ１２－０３

灰白～灰　灰白（７．１０）０．５０（１．８５）（７．６５）SKⅠ２坏須恵器Ⅰ１２－０４

赤橙～にぶい赤褐　にぶい橙～にぶい褐（２．７０）（１５．７０）SKⅠ２甕須恵器Ⅰ１２－０５

にぶい褐　橙～にぶい黄橙（３．８０）SKⅠ２壺須恵器Ⅰ１２－０６

灰白～灰　灰白（４．９０）SKⅠ２甕須恵器Ⅰ１２－０７

灰黄～黄灰　灰白（８．８０）SKⅠ２甕須恵器Ⅰ１２－０８

にぶい黄～にぶい黄褐　にぶい橙（６．５５）SKⅠ２甕須恵器Ⅰ１２－０９

にぶい黄橙～灰黄褐　暗灰黄（５．１５）SKⅠ２甕須恵器Ⅰ１２－１０

暗灰　淡灰２．２０（８．００）（１３．４０）SKⅠ２丸瓦瓦Ⅰ１２－１１

クリーム０．３０（１．４０）SKⅠ２椀緑釉陶器Ⅰ１２－１２

G －１灰白～にぶい黄橙　灰黄～にぶい黄橙（１．５０）（６．７０）SKⅠ３坏土師器Ⅰ１２－１３

G －１にぶい黄橙　橙（１．７０）SKⅠ３高坏土師器Ⅰ１２－１４

G －１にぶい橙　橙（６．９０）０．７５（１．５０）SKⅠ３坏土師器Ⅰ１２－１５

G －１にぶい黄～灰黄褐　灰黄～にぶい黄褐（７．００）０．４５（１．９５）SKⅠ３坏須恵器Ⅰ１２－１６

G －１灰（３．２０）（１２．３０）SKⅠ３坏須恵器Ⅰ１２－１７

F －３灰褐（１０．５０）０．７５（２．００）（１１．７５）SKⅡ２坏須恵器Ⅱ１３－０１

F －３灰，にぶい黄橙（１．７０）SKⅡ２坏蓋須恵器Ⅱ１３－０２

浅黄橙　にぶい橙３．６０１２．５０SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０１

灰白，淡黄３．２５（７．６０）（１２．９０）SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０２

にぶい黄橙７．８５１．５０（２．３０）８．４０SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０３

にぶい黄橙３．５０７．１０１３．５５SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０４

明黄褐２．３５（７．８０）（１３．６０）SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０５

黄橙　橙（７．８０）１．２５（２．６５）SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０６

にぶい橙３．７０７．３０１２．４０SKⅢ１坏土師器Ⅲ１４－０７

淡黄～明黄褐１．９５７．４０（３．９０）SKⅢ１坏蓋土師器Ⅲ１４－０８

にぶい橙（７．９０）（０．４０）５．４０（１２．５０）SKⅢ１椀土師器Ⅲ１４－０９

暗灰，明灰（７．２０）０．６０（５．３０）SKⅢ１椀土師器Ⅲ１４－１０

浅黄（７．４０）０．６０（６．２０）SKⅢ１椀土師器Ⅲ１４－１１

にぶい橙７．４０１．２０（２．４５）SKⅢ１椀土師器Ⅲ１４－１２

にぶい黄橙（９．４５）１．４５（３．５０）SKⅢ１椀土師器Ⅲ１４－１３

にぶい黄橙２．２（１０．００）（１５．００）SKⅢ１皿土師器Ⅲ１４－１４

にぶい黄橙～にぶい黄褐　にぶい黄橙～にぶい黄５．７０（９．００）（１３．２０）SKⅢ１鉢土師器Ⅲ１４－１５

橙（１１．６０）（１１．８０）SKⅢ１鉢土師器Ⅲ１４－１６

褐　にぶい黄褐（８．００）（２０．８０）SKⅢ１甕土師器Ⅲ１４－１７

にぶい黄橙　にぶい橙（１２．９０）（２２．８０）SKⅢ１甕土師器Ⅲ１４－１８

橙（８．６０）（２７．５０）SKⅢ１甕土師器Ⅲ１４－１９

浅黄橙（９．７０）（２３．９０）SKⅢ１甕土師器Ⅲ１５－０１

にぶい褐　灰黄褐（７．７０）（１８．３０）SKⅢ１甕土師器Ⅲ１５－０２

灰白２．６５７．５０（１３．００）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０３

灰３．９０５．７５（１１．９０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０４

にぶい黄３．８５（６．８０）（１１．４０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０５

灰黄３．３０（６．８０）（１２．２０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０６

灰黄３．４５（７．５０）（１１．５０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０７

にぶい黄～灰　灰黄～灰２．２０７．２０（１２．９０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０８

にぶい黄橙（９．４０）０．７０（２．１０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－０９

灰黄（８．８０）１．２５（２．５０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－１０

灰白　灰黄（３．６０）９．２０SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－１１

浅黄７．３００．７０（２．３５）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－１２

　にぶい黄橙　褐灰（９．４０）０．９５（７．５５）（９．５０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－１３

暗灰黄　にぶい黄～暗灰黄４．００（９．３０）（１４．６０）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－１４

黄灰７．９０１．２０（２．００）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－１５

灰黄　１．８５（６．４０）（１２．９０）SKⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１５－１６

にぶい橙　浅黄橙（２．５５）（１５．００）SKⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１５－１７

橙～にぶい黄橙３．６５０．９０（１．７５）SKⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１５－１８

灰白～明黄褐　浅黄～灰（１．８０）（１５．８０）SKⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１５－１９

灰～灰白　灰黄２．６０７．８０（１３．００）SKⅢ１坏須恵器Ⅲ１５－２０

にぶい赤褐～黄褐　にぶい赤褐～にぶい黄褐（２．００）（１７．８０）SKⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１５－２１

灰白～にぶい黄　暗灰黄～灰黄（１．８５）（１４．６０）SKⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１５－２２

暗灰，明灰，黄灰　暗灰（７．８０）１．００６．６０（７．４０）（１３．００）SKⅢ１椀須恵器Ⅲ１５－２３

第２表　遺物観察表
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明茶灰（７．２０）０．８０６．８０（１２．２０）SKⅢ１椀須恵器Ⅲ１５－２４

浅黄（７．００）０．６５（２．８０）SKⅢ１椀須恵器Ⅲ１６－０１

灰黄７．７５０．７０（３．２５）SKⅢ１椀須恵器Ⅲ１６－０２

灰黄～にぶい黄　灰～にぶい黄（７．７０）０．７０５．００（８．７０）（１３．６０）SKⅢ１椀須恵器Ⅲ１６－０３

黄褐　黒（８．８０）１．５５７．００（９．２０）（１３．８０）SKⅢ１椀黒色土器 A類Ⅲ１６－０４

にぶい赤褐　橙（６．４０）（１０．４０）SKⅢ１壺須恵器Ⅲ１６－０５

灰～にぶい赤褐　灰黄～灰白（３．７０）SKⅢ１甕須恵器Ⅲ１６－０６

淡黄（１５．６０）（２１．１０）SKⅢ１甕須恵器Ⅲ１６－０７

D －５灰，にぶい黄橙（５５．３０）SKⅢ１甕須恵器Ⅲ１６－０８

灰　にぶい黄褐（１９．７５）SKⅢ１甕須恵器Ⅲ１７－０１

褐灰～にぶい橙　黒（８．００）０．５５（４．８０）（９．４５）SKⅢ３椀黒色土器 A類Ⅲ１７－０２

オリーブ黒　灰オリーブ９．０００．７０４．４０（１３．２０）SKⅢ３坏須恵器Ⅲ１７－０３

にぶい黄褐　灰黄褐３．００８．２０（１３．４０）SKⅢ４坏須恵器Ⅲ１７－０４

灰２．２５０．９０（１．５５）SKⅢ４坏蓋須恵器Ⅲ１７－０５

褐灰　灰（７．２０）０．５５（１．５５）（７．９０）SDⅢ１坏須恵器Ⅲ１７－０６

灰，オリーブ黒（２．１５）SDⅢ１坏蓋須恵器Ⅲ１７－０７

　にぶい赤褐～赤灰　にぶい褐，灰２．３０１．１５（１．８０）SDⅢ１坏蓋つまみ須恵器Ⅲ１７－０８

灰白，にぶい黄橙～にぶい赤褐　にぶい黄橙（１．６０）SDⅢ１坏蓋つまみ須恵器Ⅲ１７－０９

灰（７．２０）０．５５（１．９５）（７．１５）SDⅢ１椀須恵器Ⅲ１７－１０

灰オリーブ（４．００）SDⅢ１壺須恵器Ⅲ１７－１１

にぶい黄橙（１．６０）（８．２０）SDⅢ３坏土師器Ⅲ１７－１２

にぶい黄橙（１．８０）（７．６０）SDⅢ３坏土師器Ⅲ１７－１３

灰（１１．６０）０．６５（１．９５）SDⅢ３坏須恵器Ⅲ１７－１４

灰黄（８．９０）０．５０（２．３０）（９．３０）SDⅢ３坏須恵器Ⅲ１７－１５

灰（５．５０）SDⅢ３鉢須恵器Ⅲ１７－１６

黄褐～黒褐　灰オリーブ（５．００）（１２．５０）SDⅢ３壺須恵器Ⅲ１７－１７

灰（４．７０）SDⅢ３甕須恵器Ⅲ１７－１８

にぶい黄～黄褐　にぶい黄橙～暗灰黄（１．００）（９．１０）SDⅠ１坏土師器Ⅰ１８－０１

浅黄～にぶい黄橙　にぶい黄橙（６．８０）０．４５（１．２５）SDⅠ１椀土師器Ⅰ１８－０２

明赤褐　にぶい橙～灰黄褐０．８５（１．７５）SDⅠ１椀土師器Ⅰ１８－０３

浅黄橙～にぶい黄橙　にぶい黄橙（４．８５）（２７．４０）SDⅠ１甕土師器Ⅰ１８－０４

橙　灰黄褐０．６０（１．６５）SDⅠ１坏須恵器Ⅰ１８－０５

灰～黄灰　灰白～灰（１．２５）SDⅠ１坏蓋須恵器Ⅰ１８－０６

灰黄褐　にぶい橙～橙（１．６０）（１９．８０）SDⅠ１坏蓋須恵器Ⅰ１８－０７

浅黄～灰　にぶい黄～黄灰（１．８０）（１６．７０）SDⅠ１坏蓋須恵器Ⅰ１８－０８

灰白～灰　灰（２．００）（２８．５０）SDⅠ１坏蓋須恵器Ⅰ１８－０９

灰　灰黄～浅黄橙（０．９５）SDⅠ１坏蓋須恵器Ⅰ１８－１０

灰白～暗灰黄　黄灰（１．７０）SDⅠ１坏蓋須恵器Ⅰ１８－１１

にぶい黄橙～黄灰　にぶい黄橙（５．７５）SDⅠ１甕須恵器Ⅰ１８－１２

黄灰～黒褐　灰褐（４．５０）SDⅠ１甕須恵器Ⅰ１８－１３

にぶい赤褐～灰褐　暗灰黄（４．３０）SDⅠ１甕須恵器Ⅰ１８－１４

淡灰１．５０（６．３５）SDⅠ１平瓦瓦Ⅰ１８－１５

淡灰　淡灰褐１．７５（５．３０）SDⅠ１熨斗瓦瓦Ⅰ１８－１６

G －１橙　にぶい褐～灰褐（５．４０）（１９．００）SDⅠ２甕土師器Ⅰ１８－１７

G －１橙　橙～にぶい褐（４．４０）（２０．２０）SDⅠ２甕土師器Ⅰ１８－１８

G －１灰黄～暗灰黄　にぶい黄褐（３．８０）SDⅠ２甕須恵器Ⅰ１８－１９

G －１にぶい黄橙，浅黄橙，灰黄褐　黄褐，浅黄橙（１０．００）SDⅠ２壺須恵器Ⅰ１８－２０

にぶい黄灰　淡黄灰２．５５（５．８５）（１１．５０）SDⅢ３平瓦瓦Ⅲ１９－０１

淡灰　黄灰２．００（８．６０）（１２．３０）SDⅢ３平瓦瓦Ⅲ１９－０２

灰白１．９０（７．３０）（８．３０）SDⅢ３平瓦瓦Ⅲ１９－０３

淡灰　淡灰褐２．８５（７．３５）SDⅢ３平瓦瓦Ⅲ１９－０４

淡黄灰　黄灰２．２０（８．５０）（８．３５）SDⅢ３平瓦瓦Ⅲ１９－０５

灰褐３．９０（７．１０）（５．９５）SDⅢ３軒平瓦瓦Ⅲ１９－０６

灰４．２０（７．００）（５．３０）SDⅢ３軒平瓦瓦Ⅲ１９－０７

淡灰褐（１１．００）SDⅢ３軒丸瓦瓦Ⅲ１９－０８

灰黄３．４０（７．９０）SDⅢ３鬼面軒丸瓦瓦Ⅲ１９－０９

０．７００．８５（５．６０）SDⅢ３釘鉄器Ⅲ２０－０１

サロー　枯葉，キャメル，小麦，弁柄，サロー５．９５０．７０（２．６０）SDⅢ３碗龍泉窯系青磁Ⅲ２１－０１

シルバーグレイ（１．２５）（４．４５）SDⅢ３皿同安窯系青磁Ⅲ２１－０２

ハニースイート（９．８０）０．６０（３．７５）SDⅢ３壺越州窯系青磁Ⅲ２１－０３

アイボリーホワイト３．５５０．５０２．２５（４．８０）（９．８０）SDⅢ３皿白磁Ⅲ２１－０４

灰，灰白（４．２０）SDⅢ３摺鉢須恵質土器Ⅲ２１－０５
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灰（５．１５）SDⅢ３摺鉢須恵質土器Ⅲ２１－０６

灰（４．９５）（３５．６０）SDⅢ３摺鉢須恵質土器Ⅲ２１－０７

にぶい黄橙（５．４０）SDⅢ３火鉢瓦質土器Ⅲ２１－０８

暗灰　灰（７．２５）SDⅢ３火鉢瓦質土器Ⅲ２１－０９

暗灰　灰（６．８０）SDⅢ３火鉢瓦質土器Ⅲ２１－１０

浅黄橙，黄橙　にぶい黄橙，明黄褐（５．００）SDⅢ３弥生土器Ⅲ２１－１１

にぶい黄橙　浅黄橙，にぶい黄橙（３．６０）（３０．２０）SDⅢ３甕弥生土器Ⅲ２１－１２

にぶい黄橙，黄橙（３．３０）SDⅢ３甕弥生土器Ⅲ２１－１３

G －１橙，にぶい褐　にぶい橙，にぶい褐３．２５（７．６５）（１２．４０）坏土師器Ⅰ２２－０１

G －２灰黄褐，灰黄　暗灰黄，にぶい黄褐９．１００．５５（１．７５）１０．７０坏土師器Ⅰ２２－０２

F －２にぶい黄橙　橙４．００９．００１３．６０坏土師器Ⅰ２２－０３

浅黄橙３．５０８．５０（１４．６０）坏土師器Ⅰ２２－０４

F －１　F －２　G －２浅黄橙　にぶい黄橙１．５０（９．２０）８．８０（１６．３０）脚付碗須恵器Ⅰ２２－０５

G －２にぶい黄橙～にぶい橙３．５０（１．１０）坏蓋つまみ土師器Ⅰ２２－０６

F －１にぶい橙（２．３０）椀土師器Ⅰ２２－０７

F －２にぶい橙～灰褐（１．２０）６．１０坏土師器Ⅰ２２－０８

G －２浅黄橙（１６．７０）０．７０（２．２５）（１８．０５）（１６．７０）盤土師器Ⅰ２２－０９

F －２　G －２黒褐，橙　褐（９．５５）（１８．２０）甕土師器Ⅰ２２－１０

G －２橙，にぶい黄橙　橙（６．００）（１８．１０）甕土師器Ⅰ２２－１１

F －２にぶい赤褐，にぶい褐　にぶい橙，にぶい黄褐（６．２０）（１７．００）甕土師器Ⅰ２２－１２

F －２橙（６．３０）（２２．８０）甕土師器Ⅰ２２－１３

G －２にぶい黄橙　浅黄橙（７．０５）甕土師器Ⅰ２２－１４

にぶい橙　浅黄橙（７．２０）（３０．００）甕土師器Ⅰ２２－１５

G －２にぶい橙～橙，にぶい赤褐，明赤褐　明赤褐～にぶい褐（９．３０）（２４．６０）甕土師器Ⅰ２２－１６

G －２にぶい褐～灰褐，灰赤　にぶい褐～にぶい赤褐（８．３５）（２１．６０）甕土師器Ⅰ２３－０１

G －２浅黄橙　灰白甑把手土師器Ⅰ２３－０２

F －２灰白，淡黄３．１５（８．１０）（１２．４０）坏須恵器Ⅰ２３－０３

G －１橙５．４０（９．００）（１７．００）坏須恵器Ⅰ２３－０４

G －２灰黄～黄灰４．９０（８．６０）（１３．１０）坏須恵器Ⅰ２３－０５

F －１　G －１褐灰　灰（３．０５）（１４．４０）坏須恵器Ⅰ２３－０６

F －２黄灰　黄褐（９．３０）１．０５４．３５（１０．６０）（１２．６０）坏須恵器Ⅰ２３－０７

C －２灰　灰黄９．５５０．８５４．４５（１３．９０）坏須恵器Ⅰ２３－０８

G －１灰，灰褐　灰（８．１０）０．７５５．００（１２．１０）坏須恵器Ⅰ２３－０９

F －１　G －２灰，灰褐　にぶい橙（９．９０）０．４５４．５５（１３．６０）坏須恵器Ⅰ２３－１０

F －２灰白　灰黄，灰白８．９００．５０５．４５（１５．００）坏須恵器Ⅰ２３－１１

G －１暗赤褐，にぶい黄橙　灰黄褐，にぶい黄橙８．８５０．５０４．１５１２．２０坏須恵器Ⅰ２３－１２

G －１　G －２赤灰，にぶい赤褐　にぶい褐（９．７０）０．５５４．１５（１１．５０）（１３．９０）坏須恵器Ⅰ２３－１３

G －１　F －２にぶい橙（１１．７０）０．６０５．３０（１２．７０）（１５．５０）坏須恵器Ⅰ２３－１４

F －２にぶい橙～にぶい黄橙（７．４０）０．３５（２．１５）（８．７０）坏須恵器Ⅰ２３－１５

F －２灰～暗赤灰９．６００．９０（３．２５）（１１．７０）坏須恵器Ⅰ２３－１６

F －２赤褐，暗赤灰（１１．４０）０．６５（３．６０）（１３．００）坏須恵器Ⅰ２３－１７

F －２灰（７．６０）０．５５（２．５５）（８．４０）坏須恵器Ⅰ２３－１８

F －２灰黄（９．８０）１．１０（３．３０）（１１．００）坏須恵器Ⅰ２３－１９

F －２浅黄橙１２．８００．８０（３．２５）１３．９０坏須恵器Ⅰ２３－２０

G －２灰褐　にぶい褐０．５５（１．２０）坏須恵器Ⅰ２３－２１

F －２褐灰～暗赤灰　灰（３．５０）坏須恵器Ⅰ２３－２２

F －２褐灰，暗赤褐　褐灰，にぶい黄褐３．９０（７．９０）１２．１０坏須恵器Ⅰ２４－０１

F －２灰白，灰　灰白４．０５１０．１０（１３．８０）坏須恵器Ⅰ２４－０２

G －２灰褐３．４５９．７０１２．６０坏須恵器Ⅰ２４－０３

F －２にぶい黄褐，灰　暗灰黄（８．８０）１．０５４．３５９．７０（１２．８０）坏須恵器Ⅰ２４－０４

黄灰，灰，黒褐～灰黄褐　にぶい赤褐～黒褐（１０．８０）０．６５（５．１５）（１３．３０）坏須恵器Ⅰ２４－０５

G －２橙～にぶい褐　にぶい橙，橙３．８０（８．８０）（１２．６０）坏須恵器Ⅰ２４－０６

F －２暗褐灰　淡灰（１１．６０）０．９０（２．５０）坏須恵器Ⅰ２４－０７

F －２暗灰　淡灰（８．８０）０．５５（２．５０）坏須恵器Ⅰ２４－０８

F －２灰褐（１０．２０）０．６５（３．２０）（１２．４０）坏須恵器Ⅰ２４－０９

F －２灰，黄褐　黄褐（８．６０）０．７０（１．９０）坏須恵器Ⅰ２４－１０

G －２暗紫褐　淡紫褐（１０．５０）０．８０（１．８０）１１．６０坏須恵器Ⅰ２４－１１

F －２にぶい赤褐，にぶい橙　橙，灰黄褐９．３５（１０．４０）（１５．２０）高坏須恵器Ⅰ２４－１２

G －１浅黄橙，黄灰　浅黄橙（２．８０）（２０．８０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１３

F －２暗灰黄　灰黄褐（３．０５）（１９．９０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１４

F －２にぶい黄褐，黒褐，灰白　灰白，にぶい黄褐（２．２０）（２０．００）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１５

F －２にぶい黄褐，黄灰　黄灰（２．７０）（１８．４０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１６
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G －２褐灰，灰白　灰黄（２．８５）（１９．３０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１７

G －２にぶい黄橙，褐灰　にぶい黄橙（２．９５）（１２．８０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１８

G －１灰白，灰　灰白（１．６５）（１４．００）坏蓋須恵器Ⅰ２４－１９

F －２灰（２．０５）（１４．２０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２０

F －２灰白，灰黄　灰白（２．６５）（１５．２０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２１

F －２　G －２黄灰　にぶい黄橙（５．２５）０．５０２．５０（１４．１０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２２

G －１灰，浅黄　淡黄，浅黄（２．６０）（１５．５０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２３

F －１灰（１．５０）（１４．８０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２４

F －２黄灰，にぶい黄褐（３．９０）（１６．９０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２５

F －２　G －２灰　灰オリーブ５．５００．４５２．７５（１４．４０）坏蓋須恵器Ⅰ２４－２６

F －２浅黄２．７０１．５０（２．２５）坏蓋須恵器Ⅰ２５－０１

灰　にぶい黄橙（２．１０）（１４．６０）坏蓋須恵器Ⅰ２５－０２

G －２灰黄　褐（１．６０）（１５．２０）坏蓋須恵器Ⅰ２５－０３

F －２黄灰褐　淡橙３．１５０．６５（２．１０）坏蓋須恵器Ⅰ２５－０４

G －２暗灰　淡灰褐（１．４０）（１３．９０）坏蓋須恵器Ⅰ２５－０５

F －２淡黄褐　淡灰（１．５０）（１８．００）坏蓋須恵器Ⅰ２５－０６

F －２灰白，灰黄（１４．００）１．００２．９０（１８．６０）盤須恵器Ⅰ２５－０７

F －２にぶい褐～にぶい赤褐　灰黄褐，にぶい橙～にぶい赤褐（１３．２０）（０．５５）２．８０（１４．９０）（１８．２０）盤須恵器Ⅰ２５－０８

F －２にぶい赤褐～褐灰　にぶい黄橙～褐灰（１３．２０）（０．５５）３．０５（１４．７０）（１８．２０）盤須恵器Ⅰ２５－０９

G －１灰白　灰黄（１３．００）０．７５３．２５（１５．１０）（１７．１０）盤須恵器Ⅰ２５－１０

明褐灰～にぶい橙１２．３５０．７５（１．６０）盤須恵器Ⅰ２５－１１

G －１　F －２灰６．８００．７５６．０５１１．９０椀須恵器Ⅰ２５－１２

F －２灰黄６．９５０．６５（２．５０）椀須恵器Ⅰ２５－１３

G －１　F －２　G －２灰　暗灰黄７．６０（８．１０）（１５．４０）鉢須恵器Ⅰ２５－１４

F －２にぶい橙，灰（７．６０）鉢須恵器Ⅰ２５－１５

E －２暗灰，灰オリーブ　灰黄，灰オリーブ（５．５５）（１８．５０）鉢須恵器Ⅰ２５－１６

G －２灰赤　赤褐（１３．２０）（１４．２０）鉢須恵器Ⅰ２５－１７

G －１灰　灰黄６．００（１０．１０）（１４．７０）鉢須恵器Ⅰ２５－１８

F －２浅黄６．３０（１１．００）（１６．６０）鉢須恵器Ⅰ２５－１９

F －１灰白～黒褐　浅黄（６．４０）鉢須恵器Ⅰ２５－２０

G －１淡黄，灰白（６．９０）（１３．２０）甕須恵器Ⅰ２５－２１

G －１灰　灰白，褐灰（７．４５）（２３．８０）甕須恵器Ⅰ２５－２２

F －２灰白　にぶい橙（５．７０）壺須恵器Ⅰ２６－０１

F －２灰，灰白　灰黄，灰（１１．１０）（１９．３０）壺須恵器Ⅰ２６－０２

G －１にぶい橙（３．４０）壺須恵器Ⅰ２６－０３

G －１灰褐，灰　にぶい黄橙（５．００）壺須恵器Ⅰ２６－０４

F －２褐灰　暗灰黄，灰褐～黒褐（５．２０）壺須恵器Ⅰ２６－０５

F －２にぶい橙，灰褐　にぶい橙（３．６０）（１６．９０）壺須恵器Ⅰ２６－０６

F －２灰黄，黄灰　灰黄（６．１５）甕須恵器Ⅰ２６－０７

F －２灰，灰白　灰黄（１．４５）（７．５０）ピット壺須恵器Ⅰ２６－０８

F －２灰黄褐　黄灰（１．７０）（８．１０）ピット壺須恵器Ⅰ２６－０９

にぶい黄橙，灰白　浅黄橙（６．３０）壺須恵器Ⅰ２６－１０

G －２灰白，黄灰　浅黄，灰白（１５．１０）０．９０（７．６０）壺須恵器Ⅰ２６－１１

G －２にぶい褐，黄灰　にぶい橙（３．９０）（１０．２０）壺須恵器Ⅰ２６－１２

G －２にぶい黄橙（４．８５）（１３．２０）壺須恵器Ⅰ２６－１３

F －２暗灰黄～黄灰（４．５０）（５．４０）壺須恵器Ⅰ２６－１４

G －１　G －２褐灰　灰白，灰（３．８５）壺須恵器Ⅰ２６－１５

G －１にぶい黄褐，にぶい黄橙　にぶい黄橙（１６．４０）甕須恵器Ⅰ２６－１６

G －１灰　にぶい赤褐，暗赤褐（２１．３０）甕須恵器Ⅰ２７－０１

F －２灰褐　灰（５．８０）甕須恵器Ⅰ２７－０２

F －２灰白（５．９５）（２１．９０）甕須恵器Ⅰ２７－０３

F －２灰褐　灰赤（８．００）甕須恵器Ⅰ２７－０４

F －２灰　暗灰黄，灰（６．５５）（２０．６０）甕須恵器Ⅰ２７－０５

F －２灰黄褐，灰　黄灰（６．８５）甕須恵器Ⅰ２７－０６

F －２浅黄橙（５．００）（１０．００）壺須恵器Ⅰ２７－０７

G －２にぶい黄橙，明赤褐　灰白，灰（２１．２０）甕須恵器Ⅰ２７－０８

G －２０．４５（１．２０）（５．６５）鉄鏃の茎鉄器Ⅰ２８－０１

０．６０（１８．５０）３．８０鎌鉄器Ⅰ２８－０２

F －２１．４５２．７５５．１５紡錘車石器Ⅰ２９－０１

F －２１．６０６．４０（８．４０）磨製石斧石器Ⅰ２９－０２

黒灰　淡黒灰１．８０（８．１０）（７．５０）平瓦瓦Ⅰ３０－０１

淡黄灰２．４５（８．４５）丸瓦瓦Ⅰ３０－０２
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F －２淡灰　黄灰２．４０（１３．５５）平瓦瓦Ⅰ３０－０３

F －２淡黄褐２．００（７．４０）（６．７５）平瓦瓦Ⅰ３０－０４

G －２淡灰２．５０（８．４０）（９．４５）平瓦瓦Ⅰ３０－０５

F －２黄白２．１０（１０．３０）平瓦瓦Ⅰ３０－０６

G －２淡褐　淡灰３．０５（８．２５）平瓦瓦Ⅰ３０－０７

G －２灰褐　淡灰２．４０（１２．８５）平瓦瓦Ⅰ３１－０１

G －２灰白２．６５（１１．１０）（５．４０）平瓦瓦Ⅰ３１－０２

G －２淡灰　灰褐２．６５（８．８０）平瓦瓦Ⅰ３１－０３

G －２浅灰　灰２．７０（８．９５）（１３．３０）平瓦瓦Ⅰ３１－０４

F －２淡灰褐１．８５（１１．６５）丸瓦瓦Ⅰ３１－０５

F －２淡灰褐１．７０（５．４０）（５．６０）丸瓦瓦Ⅰ３１－０６

F －２淡黄灰１．９０（１０．８５）丸瓦瓦Ⅰ３２－０１

F －２淡灰黄　灰白１．７０（６．４０）丸瓦瓦Ⅰ３２－０２

F －２淡灰褐２．００（８．５５）丸瓦瓦Ⅰ３２－０３

F －２灰白　淡黄褐１．９０（７．０５）（６．９０）丸瓦瓦Ⅰ３２－０４

F －２淡灰褐２．８０（１０．２０）（８．１０）丸瓦瓦Ⅰ３２－０５

F －２橙褐　淡褐２．６５（９．４０）丸瓦瓦Ⅰ３２－０６

F －２淡灰褐２．００（７．３５）（１３．８５）平瓦瓦Ⅰ３２－０７

G －１オイスター（１．３０）碗青磁Ⅰ３３－０１

G －１オイスター（２．２０）碗青磁Ⅰ３３－０２

G －２にぶい黄橙，褐灰　にぶい黄橙，褐灰９．８５４．１５（１５．９０）鉢縄文Ⅰ３３－０３

F －２橙，にぶい黄橙　灰黄，褐灰（３．２０）（７．８０）深鉢縄文Ⅰ３３－０４

F －２橙，にぶい橙　にぶい黄橙（２．９０）（６．００）深鉢縄文Ⅰ３３－０５

F －２にぶい黄橙（２．３０）（９．００）深鉢縄文Ⅰ３３－０６

F －１　G －１橙，にぶい橙　黄灰（１．９５）甕縄文Ⅰ３３－０７

F －１０．４０１．６０３．６５石鏃石器Ⅰ３４－０１

F －１０．３５２．０５（１．４５）石鏃石器Ⅰ３４－０２

F －２１．５０９．８０１０．００十字型石器石器Ⅰ３５－０１

B －２橙　橙，にぶい褐（３４．６０）６．６０（１２．３５）台付皿土師器Ⅱ３６－０１

C －２浅黄橙～にぶい黄褐（９．５０）甕土師器Ⅱ３６－０２

C －２橙～明黄褐（９．７０）（２９．２０）甑土師器Ⅱ３６－０３

C －３灰白（２．５５）７．４０（１３．５０）坏須恵器Ⅱ３６－０４

C －２にぶい黄～灰白（３．３０）（６．９０）坏須恵器Ⅱ３６－０５

C －２青灰３．１０（７．５０）（１２．６０）坏須恵器Ⅱ３６－０６

C －２灰３．５０（７．００）（１２．６０）坏須恵器Ⅱ３６－０７

C －３灰白（８．４０）０．７５（１．７０）坏須恵器Ⅱ３６－０８

C －３青灰～明オリーブ灰３．１０１．２０（２．４０）坏蓋須恵器Ⅱ３６－０９

C －２灰２．３０６．２０１２．７０坏須恵器Ⅱ３６－１０

C －２橙（１．９０）（６．７０）坏土師器Ⅱ３６－１１

B －２灰白，灰　黄灰，灰（１８．８０）（１６．６０）壺須恵器Ⅱ３６－１２

B －５灰　暗灰（８．４５）ニナピット壺須恵器Ⅱ３７－０１

暗赤灰　にぶい赤褐（３．０５）（１２．４０）壺須恵器Ⅱ３７－０２

C －３灰（４．００）甕須恵器Ⅱ３７－０３

C －２テラコッタ（１５．３０）１．４０（３．７０）擂鉢陶器Ⅱ３７－０４

A －７黒０．８０３．８５（３．８５）使用痕剥片石器Ⅱ３８－０１

C －３浅黄橙，橙　浅黄橙（８．８０）１．５０３．９０（９．９０）（１２．５０）坏土師器Ⅲ３９－０１

C －１にぶい橙，にぶい黄橙３．７０（９．１０）（１３．７０）ピット坏土師器Ⅲ３９－０２

A －４にぶい黄褐　黄褐３．９０７．６０（１３．００）坏土師器Ⅲ３９－０３

B －２にぶい橙～黄灰３．７０６．９５（１１．７０）坏土師器Ⅲ３９－０４

D －４淡黄，灰７．２００．４５（２．１０）坏土師器Ⅲ３９－０５

E －３にぶい黄橙～灰黄褐　浅黄橙（３．３０）７．２０坏土師器Ⅲ３９－０６

D －５灰黄３．３０（７．００）（１２．２０）坏須恵器Ⅲ３９－０７

D －５橙３．４０（９．００）（１４．００）坏土師器Ⅲ３９－０８

灰オリーブ２．４５（７．２０）（１３．４０）坏土師器Ⅲ３９－０９

D －４橙（３．００）（２２．６０）坏蓋土師器Ⅲ３９－１０

浅黄橙（３．６５）０．８０３．４５１９．５０坏蓋土師器Ⅲ３９－１１

D －４浅黄橙　にぶい黄褐６．８５１．６０（３．１０）（８．６０）椀土師器Ⅲ３９－１２

C －２にぶい橙　黄灰，にぶい黄褐６．６００．９０（１．８５）椀土師器Ⅲ３９－１３

E －３にぶい黄橙（８．００）１．５０（２．２０）椀土師器Ⅲ３９－１４

D －６にぶい橙，にぶい黄橙８．１００．５５６．２５１３．６０椀土師器Ⅲ３９－１５

D －５明黄褐７．２００．５０（４．００）（７．６０）椀土師器Ⅲ３９－１６

B －３にぶい褐（４．７０）（９．００）椀土師器Ⅲ３９－１７
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C －４浅黄橙　黒褐（２．６０）（９．３０）椀黒色土器 A類Ⅲ３９－１８

浅黄橙１４．８０２．２０１７．２０甕土師器Ⅲ３９－１９

D －５にぶい橙（１０．５０）（２６．００）ピット甕土師器Ⅲ３９－２０

D －２にぶい黄橙～橙（１１．３５）（２６．６０）甕土師器Ⅲ４０－０１

C －３淡黄橙，黄橙　黄橙，明黄褐（２．５０）（９．２０）甕土師器Ⅲ４０－０２

B －４にぶい黄橙（３．４０）（１１．２０）甕土師器Ⅲ４０－０３

B －５にぶい黄橙～浅黄橙（２．７０）（７．１０）甕土師器Ⅲ４０－０４

D －３灰白～橙甑把手土師器Ⅲ４０－０５

にぶい黄橙，橙　浅黄橙，にぶい黄橙甑把手土師器Ⅲ４０－０６

D －４にぶい黄橙，にぶい橙　にぶい黄橙甑把手土師器Ⅲ４０－０７

C －２明赤褐甑把手土師器Ⅲ４０－０８

B －２灰（１．７０）（３．８０）坏須恵器Ⅲ４０－０９

C －５灰白～オリーブ黒（３．２５）８．８０坏須恵器Ⅲ４０－１０

B －５灰，にぶい黄　暗灰黄４．９５（７．４０）（１１．８０）坏須恵器Ⅲ４０－１１

D －５暗茶褐，灰　暗茶褐（７．８０）０．３０４．００（８．６０）（１１．４０）坏須恵器Ⅲ４０－１２

B －４灰白　灰白，青灰９．５００．７０４．５０（１０．６０）（１３．２０）坏須恵器Ⅲ４０－１３

C －４　C －６灰褐　茶褐（９．８０）０．８０４．８０（１０．４０）（１４．６０）坏須恵器Ⅲ４０－１４

C －３にぶい橙（８．２０）０．４０４．８０（８．６０）１２．８０ピット坏須恵器Ⅲ４０－１５

C －５灰～灰黄（１２．６０）０．７５７．０５（１２．６０）（１９．００）坏須恵器Ⅲ４０－１６

B －４にぶい橙　にぶい橙，赤橙（４．７０）（１１．００）坏須恵器Ⅲ４０－１７

C －３灰，にぶい赤褐　赤褐（１２．６０）１．２０（２．９０）坏須恵器Ⅲ４０－１８

C －４灰黄～にぶい赤褐（１２．４０）０．８５（１．６０）坏須恵器Ⅲ４０－１９

D －５灰，オリーブ灰（１１．４０）０．６５（１．７０）坏須恵器Ⅲ４１－０１

C －４　D －４黄灰（９．４０）０．８０（５．２０）（１０．２０）坏須恵器Ⅲ４１－０２

D －４にぶい赤褐　にぶい褐（７．６０）０．７５（４．３０）（８．８０）坏須恵器Ⅲ４１－０３

C －５にぶい赤褐（３．１０）（１０．００）坏須恵器Ⅲ４１－０４

A －４黄灰，灰白　灰白（１２．４０）０．５０４．８０（１６．３０）坏須恵器Ⅲ４１－０５

D －５黄灰３．８０（７．７０）（１２．６０）坏須恵器Ⅲ４１－０６

B －４にぶい褐　にぶい褐，にぶい黄褐５．００（６．９０）（１１．６０）坏須恵器Ⅲ４１－０７

D －５灰白３．５０（６．５０）（１２．００）坏須恵器Ⅲ４１－０８

にぶい橙　にぶい赤褐（４．１０）（７．４０）坏須恵器Ⅲ４１－０９

D －２褐灰２．７０（７．９０）（１２．６０）坏須恵器Ⅲ４１－１０

B －３灰黄　橙４．７０（６．５０）（１２．２０）坏須恵器Ⅲ４１－１１

C －２灰白　黄灰３．７０（８．４０）（１３．３０）坏須恵器Ⅲ４１－１２

B －３灰３．３０（６．２０）（１２．６０）坏須恵器Ⅲ４１－１３

D －４にぶい黄，灰白　灰白，にぶい褐，にぶい黄褐（６．５０）（１３．００）高坏須恵器Ⅲ４１－１４

C －５灰白２．１０１２．２０皿須恵器Ⅲ４１－１５

D －４にぶい赤褐，橙，灰白，褐灰　にぶい褐，明赤褐，褐灰（２．８０）（１５．８０）坏蓋須恵器Ⅲ４１－１６

B －３暗灰黄，にぶい褐（１０．９０）０．８０３．９０（１２．４０）（１６．９０）盤須恵器Ⅲ４１－１７

D －５灰黄　灰白３．３５０．８５２．６０（１４．４０）坏蓋須恵器Ⅲ４１－１８

D －５暗灰　明灰（３．９０）１．１０４．００（１６．００）坏蓋須恵器Ⅲ４１－１９

D －５褐（２．１０）１．１５３．１０（１４．７０）坏蓋須恵器Ⅲ４１－２０

D －５灰黄褐，赤褐　にぶい橙，赤褐，黒褐（４．２０）０．８５３．３０（１６．７０）坏蓋須恵器Ⅲ４１－２１

C －３にぶい赤褐　にぶい黄橙（３．３０）１．１５（３．１５）坏蓋須恵器Ⅲ４１－２２

C －３青灰　青灰，にぶい褐（２．９０）（１８．４０）坏蓋須恵器Ⅲ４１－２３

E －３灰黄～暗灰黄１．５５０．５０２．２０（１３．００）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０１

灰黄，灰白～オリーブ黒，暗オリーブ（２．２０）１．０５４．６０１６．８０坏蓋須恵器Ⅲ４２－０２

にぶい黄褐３．９５０．８０（１．７０）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０３

灰黄　にぶい黄２．５０１．００２．８０（１３．８０）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０４

D －３にぶい橙４．１００．８０（２．２０）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０５

B －４にぶい褐（４．２０）１．００（２．４０）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０６

B －４黄褐　にぶい褐４．９００．７５２．２０（１５．９０）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０７

D －５褐灰　橙１．５００．７０１．９０（１１．８０）坏蓋須恵器Ⅲ４２－０８

B －５灰白，黄灰９．０００．４５（６．００）椀須恵器Ⅲ４２－０９

C －６灰白（７．９０）０．６０６．００（１３．３０）ピット椀須恵器Ⅲ４２－１０

C －５灰２．３０７．００１２．２０皿須恵器Ⅲ４２－１１

D －５灰白（１２．４０）０．４０２．８５（１３．９０）（１６．５０）盤須恵器Ⅲ４２－１２

B －４灰褐７．６５（１５．４０）鉢須恵器Ⅲ４２－１３

D －５暗緑灰　灰（２．１０）１４．６０（１８．６０）盤須恵器Ⅲ４２－１４

B －３灰（１３．３５）（４１．２０）鉢須恵器Ⅲ４２－１５

B －３浅黄橙，橙　赤橙（１３．２０）１１．４０壺須恵器Ⅲ４２－１６

D －３　D －４灰，黒褐，黄灰　にぶい黄（１１．８５）（１８．６０）鉢須恵器Ⅲ４２－１７
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D －３にぶい赤褐，褐灰　褐灰，灰黄褐（６．５０）（３９．３０）甕須恵器Ⅲ４３－０１

C －３　D －４黄灰，にぶい黄橙（３．６０）甕須恵器Ⅲ４３－０２

D －５にぶい赤褐，オリーブ灰（２．３０）ピット甕須恵器Ⅲ４３－０３

B －３褐灰　にぶい褐（２．７０）（３３．６０）甕須恵器Ⅲ４３－０４

C －２灰黄（４．３０）（１３．７０）甕須恵器Ⅲ４３－０５

D －３黒褐　にぶい黄褐（４．１０）（３５．８０）甕須恵器Ⅲ４３－０６

D －３灰黄褐（２．４５）甕須恵器Ⅲ４３－０７

黒褐　にぶい黄（５．９０）甕須恵器Ⅲ４３－０８

B －２黒褐　にぶい黄橙（２．６０）甕須恵器Ⅲ４３－０９

C －４にぶい赤褐　にぶい黄褐（５．６０）甕須恵器Ⅲ４３－１０

C －３にぶい赤褐（５．８０）（２０．００）甕須恵器Ⅲ４３－１１

B －３灰　橙（３．３５）（９．６０）壺須恵器Ⅲ４３－１２

B －３暗灰黄～灰黄褐（４．４０）（８．６０）壺須恵器Ⅲ４３－１３

灰盤須恵器Ⅲ４３－１４

暗赤褐　灰（１０．２０）０．９０（５．９５）（１０．５０）壺須恵器Ⅲ４３－１５

A －４灰白（１３．４０）０．６５（８．９０）（１４．４０）壺須恵器Ⅲ４３－１６

C －５橙（４．６０）甕須恵器Ⅲ４３－１７

D －３灰黄　黄灰（３．１０）甕須恵器Ⅲ４３－１８

C －２にぶい赤褐　にぶい橙（２．８５）甕須恵器Ⅲ４３－１９

D －３灰褐（４．７０）甕須恵器Ⅲ４３－２０

B －３にぶい赤褐　にぶい黄褐（８．９０）甕須恵器Ⅲ４４－０１

D －２灰黄褐　橙（７．２５）甕須恵器Ⅲ４４－０２

C －３暗灰黄　黄灰（５．７０）甕須恵器Ⅲ４４－０３

C －３灰黄褐　にぶい赤褐（３．８０）甕須恵器Ⅲ４４－０４

D －４灰白　黄灰（７．３０）甕須恵器Ⅲ４４－０５

D －３灰黄褐　橙（４．３０）甕須恵器Ⅲ４４－０６

C －２　D －？にぶい黄橙，にぶい橙　にぶい橙（１１．７５）横瓶須恵器Ⅲ４４－０７

B －２灰（１１．４５）（７７．００）鉢須恵器Ⅲ４４－０８

D －３灰白０．９０（６．２０）（３．３０）紡錘車須恵器Ⅲ４５－０１

D －５灰白，灰　灰白１３．９００．６０（２．００）線刻文字付転用硯須恵器Ⅲ４５－０２

C －５　D －４　E －５黒褐（２．０５）（１２．４０）１２．７５風字硯須恵器Ⅲ４５－０３

B －５０．４０３．５５（６．２０）鉄鏃鉄器Ⅲ４６－０１

C －５０．３５３．８０（６．５０）鉄鏃鉄器Ⅲ４６－０２

D －３０．４００．５０（２．７５）茎鉄器Ⅲ４６－０３

C －２０．４５０．８０（３．５０）茎鉄器Ⅲ４６－０４

B －３０．５０２．３０（４．９５）鎌鉄器Ⅲ４６－０５

C －４０．３０２．６０（７．２０）鎌鉄器Ⅲ４６－０６

０．６５０．６０３．４５釘鉄器Ⅲ４６－０７

D －３０．７５０．７５鉄器Ⅲ４６－０８

０．７０１．４０（１０．８５）釶鉄器Ⅲ４６－０９

D －５０．３００．７５（６．００）釶鉄器Ⅲ４６－１０

E －４０．３０１．００（４．５０）釶鉄器Ⅲ４６－１１

B －３淡灰２．９５（３０．８０）（１２．７０）平瓦瓦Ⅲ４７－０１

灰白５．２０（１５．９５）（１２．９０）軒平瓦瓦Ⅲ４７－０２

淡灰４．０５（１０．７５）軒平瓦瓦Ⅲ４７－０３

暗灰４．３５（２１．７０）軒平瓦瓦Ⅲ４８－０１

B －４黄白２．００（９．９０）（１１．４０）丸瓦瓦Ⅲ４８－０２

灰白５．１５（１０．０５）軒平瓦瓦Ⅲ４８－０３

D －５淡灰白　黄白ピット鬼面軒丸瓦瓦Ⅲ４８－０４

オイスター（２．２５）（７．７０）碗龍泉窯系青磁Ⅲ４９－０１

B －３オイスター（１．９０）碗龍泉窯系青磁Ⅲ４９－０２

C －２サロー（３．２０）碗龍泉窯系青磁Ⅲ４９－０３

D －３オイスター（３．７０）碗青磁Ⅲ４９－０４

C －４キャメル，ハニースウィート，オイスター（８．６０）０．３５（４．０５）（９．１０）碗越州窯系青磁Ⅲ４９－０５

C －２サロー，シルバーグレイ（１．４５）（５．５０）皿同安窯系青磁Ⅲ４９－０６

C －２灰白～浅黄（４．２０）ピット椀瓦器Ⅲ４９－０７

C －２灰白，暗灰（６．１０）０．２５（７．０５）（１６．００）ピット椀瓦器Ⅲ４９－０８

C －３褐灰　にぶい黄橙（７．８０）火鉢瓦質土器Ⅲ４９－０９

C －４にぶい黄橙～橙（５．１５）埴輪土師器Ⅲ４９－１０

D －３にぶい黄～黄灰（４．９５）深鉢縄文土器Ⅲ４９－１１

B －５橙，にぶい黄橙（４．００）深鉢縄文土器Ⅲ４９－１２

B －８にぶい黄橙～灰黄褐（１．９５）深鉢縄文土器Ⅲ４９－１３
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２．２０９．０５１５．６０石鍋の転用品石器Ⅲ５０－０１

C －３０．４０１．００１．５０石鏃石器Ⅲ５１－０１

０．９５５．７５４．８５石匙石器Ⅲ５１－０２



写 真 図 版





（１）SBⅢ１

（２）SKⅠ２

（３）SKⅠ３



（４）SKⅢ１

（５）SKⅢ３

（６）SKⅢ４



（７）SDⅡ１

（８）SDⅠ１

（９）SDⅢ２



（１０）SDⅢ３

（１１）SKⅢ１
出土遺物①
１４、１５、１７
１６、１９

（１２）SKⅢ１
出土遺物②
１５、２３、２４
４、３



（１３）SKⅢ１
出土遺物③
１６－４、３

（１４）SKⅢ３
出土遺物①
１９－８

（１５）SKⅢ３
出土遺物②
１９－９



（１６）Ⅰ区包含層
出土遺物①
２２－５

（１７）Ⅰ区包含層
出土遺物②
２３－１１、８
　　４

（１８）Ⅰ区包含層
出土遺物③
２４－２、１２
　　３、４



（１９）Ⅰ区包含層
出土遺物④
２４－２２、１８
　　２６、１５

（２０）Ⅱ区包含層
出土遺物
３６－１２

（２１）Ⅲ区包含層
出土遺物①
３９－１５、１、
３



（２２）Ⅲ区包含層
出土遺物②
３９－１９

（２３）Ⅲ区包含層
出土遺物③
４０－１５、１２

（２４）Ⅲ区包含層
出土遺物④
４２－２
４１－２１
４１－２０、１９



（２５）Ⅲ区包含層
出土遺物⑤
４２－９

（２６）Ⅲ区包含層
出土遺物⑥
４２－１６

（２７）Ⅲ区包含層
出土遺物⑦
４４－７



（２８）Ⅲ区包含層
出土遺物⑧
４４－８

（２９）Ⅲ区包含層
出土遺物⑨
４５－２

（３０）Ⅲ区包含層
出土遺物⑩
４５－３



（３１）Ⅲ区包含層
出土遺物⑪
４６－９、２
　　１

（３２）Ⅲ区包含層
出土遺物⑫
４７－２、３

（３３）Ⅲ区包含層
出土遺物⑬
４８－１



（３４）Ⅲ区包含層出土鬼面丸瓦
４８－４

（３５）SDⅢ３出土軒平瓦
１９－７、６

（３６）Ⅰ区包含層出土鉄鎌　　２８－２
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は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 

     URL：http://www.kumamoto-bunho.jp/
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